
大
足
宝
項
山
石
窟
「
地
獄
変
轟
」
成
立
の
背
景
に
つ
い
て

一
、
ま
え
が
き

平
成
十
年
十
一
月
十
二
日
の
絵
解
き
研
究
会
第
八
十
六
回
例
会

に
お
い
て
、
本
会
会
員
で
あ
る
吉
原
浩
人
氏
は
、
重
慶
市
大
足
宝

頂
山
石
窟
地
獄
変
命
に
刻
ま
れ
る
十
王
灰
の
実
地
調
査
を
も
と
に

「
宝
頂
山
大
仏
湾
『
地
獄
変
相
』
最
上
層
の
仏
像
群
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
報
告
を
行
わ
れ
、
そ
の
な
か
で
中
国
宋
代
仏
教
の
十
王

信
仰
に
す
で
に
本
地
仏
に
類
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
さ

れ
て
い
る
。
十
王
の
本
地
仏
は
こ
れ
ま
で
日
本
に
入
っ
て
か
ら
加

(
1
)

え
ら
れ
た
と
す
る
説
が
一
般
的
だ
っ
た
の
で
、
吉
原
氏
の
説
は
斯

界
に
お
い
て
は
新
説
で
あ
る
と
と
も
に
十
王
研
究
に
新
た
な
展
開

を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
足
の
実
地
調
査
に

ょ
る
と
は
言
っ
て
も
、
宝
頂
山
石
窟
は
山
岳
地
帯
で
あ
る
た
め

荒
見
　
泰
史

に
、
図
像
に
併
記
さ
れ
る
銘
文
等
の
調
査
ま
で
行
う
の
は
地
形
的

に
困
難
で
あ
り
、
加
え
て
そ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
大
足
石

窟
に
関
す
る
写
真
資
料
も
乏
し
い
と
い
う
研
究
資
料
の
制
約
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
研
究
会
例
会
で
行
わ
れ
た
議
論
も
結
局
決
着

を
み
な
か
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

筆
者
は
そ
の
報
告
会
に
出
席
し
て
お
ら
ず
、
か
な
り
後
に
な
っ

て
か
ら
吉
原
氏
本
人
に
そ
の
要
旨
と
報
告
会
で
の
経
緯
を
伺
っ
た

の
で
あ
る
が
、
し
か
し
筆
者
も
自
ら
の
専
門
で
あ
る
敦
燈
資
料
の

調
査
を
通
じ
て
吉
原
氏
と
近
い
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
氏
の

説
に
基
本
的
に
賛
同
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
資
料
と
見
解
を
早

期
に
公
表
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
筆
者
の

そ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
敦
蛙
の
九
、
十
世
紀
民
間
信
仰
資

料
の
な
か
に
は
、
数
多
く
の
十
王
経
典
類
と
と
も
に
そ
の
関
連
文

献
と
し
て
地
蔵
十
斎
日
と
い
う
文
献
群
が
あ
り
、
や
は
り
十
人
の
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地
獄
の
冥
王
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
冥
王
と
と
も
に
本

地
仏
と
や
や
似
た
配
列
で
仏
菩
薩
が
描
写
さ
れ
、
十
王
信
仰
の
形

成
、
と
く
に
本
地
仏
へ
の
発
展
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
十
斎
日
信
仰
は
、
後
に
詳
述
す
る

よ
う
に
宝
頂
山
の
地
獄
変
会
へ
の
影
響
も
顕
著
で
あ
る
。
さ
ら
に

そ
れ
に
加
え
て
、
遺
蔵
の
十
王
経
典
に
も
本
地
仏
に
類
す
る
と
思

(
2
)

わ
れ
る
描
写
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

も
教
壇
資
料
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
実
は
元
代
以
降
の
も
の
で
は

な
く
、
唐
末
の
十
世
紀
頃
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
じ
て
、
九
～
十
一
世
紀
の
十
王
信

仰
展
開
の
な
か
に
、
本
地
仏
の
原
型
と
な
る
も
の
が
中
国
に
お
い

て
す
で
に
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で

あ
る
。以

上
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
か
ら
、
本
稿
で
は
、
最
近
陸
続
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
る
大
足
石
窟
の
研
究
資
料
を
も
と
に
大
足
宝
頂

(
2
)

山
地
獄
変
会
に
記
さ
れ
る
銘
文
に
対
し
て
調
査
を
す
す
め
、
さ
ら

に
筆
者
の
専
門
分
野
で
あ
る
敦
燈
資
料
と
、
道
蔵
に
見
ら
れ
る
十

王
経
典
を
あ
わ
せ
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
足
石
窟
地
獄
変

金
の
配
列
と
そ
の
成
立
の
宗
教
的
背
景
を
考
え
、
先
の
吉
原
氏
の

見
解
に
対
し
て
補
訂
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
敦
燈
文
献
と
四
川
文
化
の
関
係

本
論
に
入
る
前
に
、
本
稿
で
主
に
取
り
扱
う
敦
蛙
文
献
と
九
世

紀
～
十
一
世
紀
の
四
川
文
化
圏
と
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
解
説
し

て
お
き
た
い
。

敦
燈
文
献
と
は
、
主
と
し
て
一
九
〇
〇
年
頃
に
現
在
の
中
国
甘

粛
省
敦
煙
市
英
高
窟
千
仏
洞
十
七
号
窟
か
ら
発
見
さ
れ
た
四
万

～
五
万
点
に
も
及
ぶ
写
本
、
絵
画
等
の
資
料
群
を
指
す
。
主
と
し

て
、
と
言
っ
た
の
は
、
こ
の
他
に
も
敦
煙
で
は
一
九
四
四
年
に
美

高
窟
土
地
廟
文
献
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
明
確
に
区
別
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
蔵
経
洞
文
献
、
土
地
廟

文
献
な
ど
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
が
、
敦
燵
文
献
と
言
え
ば
一
般
に

こ
の
う
ち
の
蔵
経
洞
文
献
を
指
す
。
ま
た
疏
勒
河
流
域
の
漠
代
長

城
の
遺
跡
か
ら
膨
大
な
竹
簡
、
木
簡
が
発
見
さ
れ
お
り
、
早
期
の

発
見
が
敦
燈
の
近
く
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
を
統
一
的
に
敦

怪
漢
簡
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
先
に
言
う
敦
煙
文
献
と
は
区

(
4
)

別
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
膨
大
な
敦
煙
　
(
蔵
経
洞
)
文
献
の
写
本
作
成
年
代
の
調
査

は
最
近
で
は
大
分
進
め
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
池
田
温
氏
『
中
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国
古
代
写
本
識
語
集
録
』
　
(
大
蔵
出
版
、
一
九
九
〇
年
)
　
な
ど
に

纏
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
題
記
の
残
さ
れ
る
文
献

中
最
も
古
い
も
の
で
は
四
〇
六
年
(
S
.
七
九
七
紙
背
『
十
詞
比

丘
戎
本
比
丘
徳
祐
題
記
』
)
、
新
し
い
も
の
は
一
〇
〇
二
年
(
◎
.

三
二
A
　
『
敦
燵
王
曹
宗
寿
及
夫
人
施
人
帳
写
経
本
』
)
　
と
さ
れ
る
。

た
だ
、
五
万
点
の
資
料
が
五
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
満
遍

な
く
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
池
田
温
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

九
世
紀
が
二
五
%
、
十
世
紀
写
本
が
四
〇
%
前
後
と
、
六
五
%
が

(
5
)

九
、
十
世
紀
に
集
中
し
て
い
る
。
加
え
て
供
養
経
、
講
経
の
台

本
、
授
受
戒
に
用
い
ら
れ
た
寺
院
内
文
書
の
類
な
ど
、
多
く
は
十

(
6
)

世
紀
に
集
中
し
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
通
俗
仏
教
の
写
本

も
、
写
記
年
代
不
明
の
も
の
が
多
く
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
お
お
む
ね
の
年
代
は
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
写
本
の
調
査
研
究
が
進
む
に
つ
れ

て
、
敦
煙
文
献
封
蔵
に
関
し
て
も
新
説
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
も
と
も
と
封
蔵
に
関
す
る
代
表
的
な
説
と
い
え
ば
、
敦
燵
文

献
発
見
当
時
に
ポ
ー
ル
・
ペ
リ
オ
氏
、
羅
振
玉
氏
に
よ
っ
て
出
さ

れ
た
西
夏
の
侵
略
を
避
け
る
た
め
に
封
蔵
さ
れ
た
、
と
の
説
で
あ

(
7
)

っ
た
。
井
上
靖
氏
の
小
説
『
敦
塩
』
　
(
一
九
五
九
年
雑
誌
『
群
像
』

連
載
開
始
)
　
で
も
こ
れ
に
依
拠
し
て
お
り
、
一
般
に
も
広
く
知
ら

れ
て
い
る
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際

に
は
最
新
の
も
の
で
も
一
〇
〇
二
年
の
写
本
が
見
ら
れ
る
の
み

で
、
一
〇
三
〇
年
頃
に
避
難
封
蔵
さ
れ
た
と
い
う
の
は
い
か
に
も

収
ま
り
が
悪
い
。
加
え
て
西
夏
も
仏
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
寺

院
内
文
書
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
自
体
に
も
疑
問
が
あ
る
わ
け
で
、

現
在
で
は
説
得
力
を
欠
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
廃
棄
説
で
あ
る
。
敦
煙

文
献
の
整
理
に
携
わ
っ
た
も
の
な
ら
だ
れ
し
も
気
付
く
こ
と
で
あ

る
が
、
敦
燈
の
写
本
群
に
は
確
か
に
書
き
損
じ
、
端
本
、
習
字
に

使
っ
た
も
の
、
供
養
の
た
め
の
写
経
等
が
多
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て

出
さ
れ
た
の
が
藤
枝
晃
氏
、
馬
世
良
氏
、
土
肥
義
和
氏
等
の
廃
棄

(
8
)

説
な
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
土
肥
氏
の
言
う
、
吐
藩
時
代
の
敦
燈

仏
教
教
団
が
保
存
し
た
文
書
及
び
吐
蕃
時
代
に
作
成
さ
れ
た
文
書

が
、
帰
義
軍
時
代
の
仏
教
教
団
に
引
き
継
が
れ
、
十
一
世
紀
初
頭

に
い
た
る
間
に
処
理
さ
れ
た
も
の
、
と
の
考
え
が
説
得
的
で
あ

る
。ま

た
最
近
で
は
柴
新
江
氏
に
よ
っ
て
、
新
た
に
避
難
説
を
補
訂

す
る
新
説
も
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
敦
怪
文
書
は
敦

燵
三
界
寺
の
蔵
書
と
、
そ
れ
の
補
修
整
理
の
た
め
に
収
集
さ
れ
た

文
書
で
あ
っ
て
、
コ
ー
ク
ン
が
カ
ラ
‖
バ
ン
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
た
時
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(
一
〇
〇
六
年
)
　
に
、
通
婚
関
係
に
あ
っ
た
敦
焙
が
カ
ラ
‖
バ
ン

朝
の
侵
攻
を
お
そ
れ
文
書
を
埋
蔵
し
た
の
で
あ
る
、
と
の
主
張
で

あ
る
。
こ
の
説
は
、
筆
者
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
カ

ラ
‖
バ
ン
朝
の
勢
力
増
強
を
封
蔵
の
理
由
と
す
る
も
の
の
、
実
際

に
は
当
時
、
イ
ス
ラ
ム
勢
力
に
よ
る
教
壇
へ
の
直
接
の
侵
攻
は
な

か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
の
ち
に
仏
教
徒
で
あ
る
ウ
イ
グ
ル
勢
力
の

敦
燈
侵
攻
後
も
仏
教
文
吉
の
封
蔵
が
と
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
や
や
不
自
然
な
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
中
国
で
は
こ
の

説
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

さ
て
次
に
、
敦
煙
文
献
か
ら
見
た
地
理
的
な
特
徴
と
し
て
、
四

川
と
の
関
係
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た

い
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
で
、
こ
れ
ら
を
細
か
く
取
り
上
げ
て

い
る
暇
は
な
い
が
、
敦
蛙
-
四
川
を
結
ぶ
交
通
は
五
代
に
も
整
備

さ
れ
、
活
発
に
交
流
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
知
ら
れ
て

(
1
0
)

い
る
通
り
で
あ
り
、
教
壇
文
献
に
記
さ
れ
る
題
記
に
も
、
「
成
都

府
」
、
「
西
川
」
と
記
載
さ
れ
る
も
の
が
多
く
存
在
す
る
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ
る
文
献
で
は
、
敦
燈
本
十

王
経
典
類
の
甲
本
　
(
注
(
1
4
)
参
照
)
　
に
は
　
「
成
都
府
大
聖
慈
寺
蔵

川
述
」
と
の
記
載
が
あ
る
し
、
地
蔵
十
斎
日
類
の
写
本
の
中
に
も

S
.
五
五
四
四
の
よ
う
に
四
川
で
写
記
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
識
語

を
残
す
も
の
が
あ
る
。

同
時
代
の
中
国
に
は
遊
行
僧
が
多
く
お
り
、
通
俗
講
経
を
行
い

、
‖
▼

な
が
ら
各
地
を
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
活
動
の
な
か
で
も
敦
煙
、
四
川
間
の
往
来
は
交
通
の
関
係
か

ら
も
活
発
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
示
す
代
表
的
な
文
献

に
は
P
.
二
二
九
二
　
『
維
摩
経
講
経
文
』
巻
末
識
語
が
あ
る
　
(
図

-
)
。

広
政
十
年
八
月
九
日
、
在
西
川
静
真
禅
院
、
写
此
第
廿
巻
文

書
。
恰
遇
抵
黒
、
書
了
、
不
知
如
何
得
到
郷
地
去
。

年
至
四
十
八
歳
、
於
州
中
應
明
寺
開
講
。
極
是
温
熱
。

こ
こ
か
ら
、
講
経
僧
が
四
川
の
静
真
禅
寺
で
こ
の
通
俗
詩
経
の

台
本
を
写
記
し
、
應
明
寺
と
い
う
異
な
る
寺
院
で
講
経
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
應
明
寺
は
敦
燈
の
も
の
で
は
な
い
よ

う
で
位
置
は
不
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
道
中
を
経
て
こ
の
写

本
を
携
え
て
結
局
敦
煙
へ
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
に
講
経

僧
の
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
総
じ
て
、
時
代
的
に
見
て
も
、
地
理
的
に
見
て
も
、

敦
焙
文
献
は
四
川
文
化
圏
内
に
あ
る
大
足
地
獄
変
余
の
成
立
の
背

景
を
調
査
す
る
上
で
は
恰
好
の
資
料
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
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三
、
大
足
宝
頂
山
石
窟
地
獄
変
念
と
銘
文

こ
こ
で
、
本
稿
に
主
と
し
て
取
り
扱
う
重
慶
市
大
足
石
窟
の
地

獄
変
畠
の
概
観
と
、
そ
こ
に
残
さ
れ
る
銘
文
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
き
た
い
。

石
窟
群
の
あ
る
大
足
は
、
近
年
四
川
省
か
ら
中
央
直
轄
市
に
昇

格
し
た
重
慶
市
に
属
し
、
市
の
中
心
か
ら
は
西
北
に
八
〇
キ
ロ
ほ

ど
離
れ
た
所
に
あ
る
。
大
足
の
四
周
は
山
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
東

に
は
宝
頂
山
、
南
に
は
南
山
、
酉
に
は
妙
高
山
、
北
に
は
北
山
が

あ
り
、
至
る
所
に
石
刻
美
術
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
大
足
石
窟
群
の
な
か
で
、
本
稿
に
扱
う
地
獄
変
念
は
こ
の

う
ち
の
宝
頂
山
に
あ
り
、
現
在
編
号
は
二
〇
号
と
さ
れ
る
。
高
さ

十
三
・
八
米
、
幅
十
九
・
四
米
と
い
う
大
き
な
も
の
で
、
南
宋
の

浮
田
仰
年
間
か
ら
淳
祐
年
間
(
一
一
七
四
～
一
二
五
二
年
)
頃
ま
で

の
成
立
と
言
わ
れ
る
。
全
体
は
上
下
四
段
か
ら
構
成
さ
れ
、
最
上

段
に
は
十
の
仏
菩
薩
、
二
段
目
に
は
十
王
及
び
二
人
の
冥
官
が
彫

ら
れ
、
上
下
二
段
の
中
心
に
地
蔵
菩
薩
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
下
の
二
段
は
と
も
に
様
々
な
地
獄
が
措
写
さ
れ
る
。
そ
の
全
容

は
図
に
示
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
　
(
図
2
)
。
な
お
、
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胡文和氏r四川道教・仏教石窟芸術』(四川人民出版社、1994年)による。

①から⑳は筆者による。

①現報司官、②秦廣大王、③初江大王、④宋帝大王、⑤五官大王、⑥闇羅天子、

⑦璧成大王、⑧太山大王、⑨平生大王、⑳都市大王、⑪縛輪聖王、⑬速報司官、

⑬(刀山地獄偽讃)、⑭(穫湯地獄偶語、寒氷地獄侶讃)、⑮(剣樹地獄借讃)、⑳(抜

舌地獄侶讃、毒蛇地獄侶讃)、⑰(到碓地獄侶讃)、⑩(鋸解地獄偶讃、級床地獄侶

讃)、⑲(黒暗地獄侶讃)

図2　大足宝頂山地獄変島
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四
川
省
、
重
慶
市
二
倍
の
石
窟
群
で
は
、
こ
れ
に
類
す
る
石
窟
に

後
萄
　
(
九
三
四
～
九
六
五
年
)
　
以
前
と
さ
れ
る
安
岳
円
覚
洞
第
八

(
1
2
)

〇
号
、
八
四
号
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
宝
頂
山
地
獄
変
会

と
同
様
の
地
蔵
中
心
の
十
王
図
が
描
写
さ
れ
る
が
、
八
〇
号
、
八

四
号
と
も
に
最
上
段
の
仏
菩
薩
は
措
か
れ
て
い
な
い
。

ま
た
図
2
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
地
獄
変
轟
に
は
非
常
に

多
く
の
銘
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
銘
文
は
、
現
地
調
査

に
お
い
て
は
地
形
的
に
も
こ
れ
ら
を
す
べ
て
確
認
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
写
真
資
料
な
ど
も
多
数
刊
行
さ
れ
る
よ

(
1
3
)

う
に
な
り
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
然
な
が
ら

こ
れ
ら
の
銘
文
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
変
相
の

細
部
に
刻
ま
れ
る
図
像
の
意
味
と
同
時
に
、
地
獄
変
畠
の
信
仰
の

背
景
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
碑
文
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
刻
ま

れ
る
位
置
は
、
図
2
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

①
現
報
司
官
(
図
2
)

欲
求
安
欒
住
人
天
、
必
莫
侵
凌
三
宝
銭
。
一
落
冥
間
諸
地
獄
、

喧
々
受
罪
不
知
年
。

*
こ
の
「
現
報
司
官
頒
詞
』
は
教
壇
本
『
彿
説
閤
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七

往
生
浄
土
経
』
甲
本
第
三
十
讃
と
同
一
で
あ
る
。

②
秦
廣
大
王
　
(
図
4
)

諸
王
遣
使
検
亡
人
、
男
女
傭
何
功
徳
因
、
依
名
放
出
三
塗
獄
、
免

歴
冥
間
道
苦
辛
。

*
こ
の
　
『
秦
廣
大
王
頒
詞
』
は
教
壇
本
『
悌
説
閤
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七

往
生
浄
土
経
』
　
甲
本
第
十
七
讃
と
同
一
で
あ
る
。

③
初
江
大
王
　
(
図
5
)

罪
如
山
岳
等
恒
抄
、
福
少
微
塵
数
未
多
。
猶
得
善
神
常
守
護
、
往

生
豪
富
信
心
家
。

*
こ
の
『
初
江
大
王
頒
詞
』
は
敦
塩
本
『
悌
説
閻
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七

往
生
浄
土
経
』
　
甲
本
第
十
四
讃
と
同
一
で
あ
る
。

④
宋
帝
大
王
　
(
図
6
)

罪
苦
三
塗
業
易
成
、
都
緑
殺
命
祭
神
明
。
願
執
金
剛
真
意
剣
、
所

除
魔
族
悟
先
生
。

*
こ
の
『
宋
帝
大
王
領
詞
』
　
は
教
壇
本
『
悌
説
間
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七

往
生
浄
土
経
」
甲
本
第
十
三
讃
と
同
一
で
あ
る
。

⑤
五
官
大
王
　
(
図
7
)

破
齋
毀
戒
殺
薙
猪
、
業
鏡
昭
然
報
不
虚
。
若
造
此
経
兼
茎
像
、
閣

王
判
放
罪
消
滅
。

*
こ
の
　
「
五
官
大
王
頒
詞
』
は
教
壇
本
『
悌
説
闇
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七
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往
生
浄
土
経
し
甲
本
第
六
讃
と
同
一
で
あ
る
。

⑥
間
羅
天
子
(
図
8
)

悲
増
普
化
示
威
霞
、
六
道
輪
邁
不
暫
停
。
教
化
原
著
思
安
楽
、
故

現
閣
羅
天
子
形
。

*
こ
の
『
闇
羅
天
子
頒
詞
』
は
敦
堤
本
「
彿
説
闇
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七

往
生
浄
土
経
』
甲
本
第
四
讃
と
同
一
で
あ
る
。

⑦
欒
成
大
王
　
(
図
9
)

若
人
信
法
不
思
議
、
書
寓
経
文
秩
受
持
。
捨
命
頓
超
三
悪
道
、
此

身
長
免
入
阿
鼻
。

*
こ
の
『
賛
成
大
王
頒
詞
』
は
敦
度
本
「
彿
説
閤
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七

往
生
浄
土
経
』
甲
本
第
五
讃
と
同
一
で
あ
る
。

⑧
大
山
大
王
　
(
図
用
)

一
身
危
脆
似
風
灯
、
二
鼠
侵
欺
噛
井
藤
。
苦
海
不
備
橋
筏
渡
、
欲

憑
何
物
得
超
昇
。

*
こ
の
　
『
大
山
大
王
頒
詞
』
　
は
、
敦
塩
本
『
悌
説
閣
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生

七
往
生
浄
土
経
J
甲
本
第
三
二
讃
、
乙
本
巻
末
の
讃
と
同
一
で
あ
る
。

⑨
平
正
大
王
　
(
図
日
)

時
価
静
光
満
大
千
、
普
環
竜
鬼
舎
人
天
。
繹
梵
諸
天
冥
密
衆
、
成

来
稽
首
世
尊
前
。

*
こ
の
『
平
正
大
王
頒
詞
』
は
、
敦
燥
本
『
悌
説
閻
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生

七
往
生
浄
土
経
』
甲
本
第
二
讃
と
同
じ
で
あ
る
。

⑩
都
市
大
王
　
(
図
1
2
)

一
身
六
道
苦
茫
茫
、
十
悪
三
塗
不
易
富
。
努
力
設
齋
功
徳
具
、
恒

沙
諸
罪
自
消
亡
。

*
こ
の
『
都
市
王
領
詞
』
は
敦
煙
本
『
悌
説
閻
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七
往

生
浄
土
経
』
甲
本
第
二
八
讃
と
同
一
で
あ
る
。

⑪
韓
輪
聖
王
　
(
図
日
)

後
王
所
歴
是
関
津
、
好
悪
惟
憑
福
某
国
。
不
善
尚
憂
千
日
内
、
胎

生
産
死
天
亡
身
。

*
こ
の
『
時
輪
聖
王
頒
詞
」
　
は
敦
煙
本
『
悌
説
問
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七

往
生
浄
土
経
』
甲
本
第
二
七
讃
と
同
一
で
あ
る
。

⑫
速
報
司
官
(
図
1
4
)

肛
橋
不
造
此
人
癖
、
遭
険
情
憧
君
始
知
。
若
悟
百
年
弾
指
過
、
修

齋
聴
法
莫
教
遅
。

*
こ
の
『
速
報
司
官
頒
詞
』
は
敦
堤
本
『
悌
説
闇
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七

往
生
浄
土
経
」
甲
本
第
三
三
讃
と
同
一
で
あ
る
。

『
儒
説
閻
羅
王
授
記
四
衆
預
修
生
七
往
生
浄
土
経
』
　
で
は
「
遭
」
字
を

「
造
」
字
と
し
て
い
る
。

⑬
(
刀
山
地
獄
侶
讃
)
　
(
図
1
5
)

月
一
日
、
念
定
光
悌
一
千
遍
、
不
堕
刀
山
地
獄
。

讃
日
‥
聞
説
刀
山
不
可
撃
、
嵯
峨
瞼
峻
使
心
酸
、
遇
蓬
齋
日
勤
修
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福
、
免
見
前
程
悪
業
牽
。

⑭
(
鐙
湯
地
獄
侶
讃
、
寒
氷
地
獄
偽
讃
)
　
(
図
1
6
)

日
念
薬
師
琉
璃
光
彿
千
遍
、
不
堕
鐙
湯
地
獄
。

勒
君
勤
念
薬
師
尊
、
免
向
鐙
湯
受
苦
辛
。
落
在
波
中
何
時
出
、
早

脩
浄
土
脱
沈
輪
。

日
念
賢
劫
千
悌
一
千
遍
、
不
堕
寒
氷
地
獄
。

就
中
最
苦
是
寒
氷
、
蓋
因
裸
露
封
神
明
。
但
念
諸
彿
求
功
徳
、
罪

業
消
除
好
虞
生
。

⑮
(
剣
樹
地
獄
侶
讃
)
　
(
図
日
)

目
口
(
念
)
阿
弥
□
□
(
陀
傭
)
千
偏
(
遍
)
、
不
堕
剣
樹
地
獄
。

讃
日
‥
聞
説
弥
□
　
(
陀
)
　
福
最
強
、
□
残
剣
樹
□
消
亡
、
自
作
自

招
還
自
受
、
莫
待
□
時
手
脚
ロ
。

⑳
(
抜
舌
地
獄
侶
讃
、
毒
舌
地
獄
侶
讃
)
　
(
図
1
8
)

□
□
(
日
念
)
□
□
如
来
一
千
口
□
□
(
遍
、
不
堕
)
抜
舌
地
獄
。

讃
日
‥
抜
舌
更
使
銭
牛
耕
、
万
種
凌
持
不
暫
停
。
要
免
間
王
親
叫

間
、
持
念
地
蔵
一
千
遍
。

□
　
(
慣
)
　
使
熱
銭
輪
於
我
頂
上
旋
、
口
　
(
終
)
　
不
以
此
苦
退
失
菩

提
心
。

日
念
大
勢
智
如
来
一
千
偏
(
遍
)
、
不
堕
毒
蛇
地
獄
。

讃
日
‥
菩
薩
慈
悲
廣
大
多
、
救
苦
常
教
出
愛
河
。
九
品
蓮
花
霹
有

分
、
毒
蛇
呈
敢
便
相
□
　
(
過
)
。

⑰
(
判
碓
地
獄
侭
讃
)
　
(
図
1
9
)

日
念
観
世
音
菩
薩
千
遍
、
不
堕
判
碓
地
獄
。

讃
日
‥
斬
身
到
碓
没
休
時
、
都
緑
造
悪
不
修
持
。
観
音
哀
繁
衆
生

苦
、
免
離
地
獄
現
慈
悲
。

⑱
(
鋸
解
地
獄
偽
讃
、
絨
床
地
獄
侶
讃
)
　
(
図
2
0
)

日
念
慮
舎
那
悌
千
遍
、
不
堕
鋸
解
地
獄
。

(
讃
日
‥
)
如
来
功
徳
大
囲
明
、
由
如
朗
日
出
群
星
。
但
念
能
除

多
種
罪
、
鋸
解
元
由
敢
用
君
。

日
念
薬
王
梁
上
菩
薩
千
鶴
(
遍
)
、
不
堕
織
床
地
獄
。

(
讃
日
‥
)
　
菩
薩
真
名
号
薬
王
、
絨
床
更
用
火
焼
伴
、
直
鋳
造
業

如
山
重
、
但
念
真
名
免
衆
狭
。

⑩
(
黒
暗
地
獄
侶
讃
)
　
(
図
2
1
)

日
念
繹
迦
牟
尼
彿
一
千
遍
、
不
堕
黒
暗
地
獄
。

讃
日
‥
持
齋
事
彿
好
看
経
、
積
善
冥
司
注
姓
名
。
更
詞
弥
陀
一
千

偏
(
遍
)
、
自
然
異
暗
顕
光
明
。

24



図3～21は郭相頴氏主編F大足石刻銘文録j(重慶出版社、1999年)による。

・塊事``誉溌

図3　①現報司官

図4　②秦廣大王
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図5　③初江大王

図6　④宋帝大王
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図8　⑥閻羅天子
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図9(む欒成大王
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図10(◎太山大王



図11⑨平正大王

図12　⑳都市大王

-29一



図13　⑰韓輪聖王
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図14　⑫速報司官



図15　⑬(刀山地獄侶讃)

図16　⑪(鐙湯地獄偶讃、寒氷地獄侶讃)
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図17　⑮(剣樹地獄侶讃)

図18　⑯(抜舌地獄侶讃、毒蛇地獄偽讃)
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図19　⑰(剣碓地獄侶讃)

図20　⑱(鋸解地獄侶讃、纖床地獄催讃)
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図21⑳(黒暗地獄侶讃)

銘
文
の
翻
刻
末
に
も
注
記
し
た
よ
う
に
、
①
～
⑫
ま
で
の
讃

は
、
み
な
教
壇
本
十
王
経
類
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
地
獄
変
金
の

十
王
の
下
に
十
王
経
典
類
に
記
さ
れ
る
韻
文
が
記
さ
れ
る
こ
と
に

は
何
ら
不
思
議
は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
先
に
言
う
敦
煙
と

四
川
間
の
交
流
、
と
く
に
講
経
僧
の
往
来
の
実
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
讃
の
掲
載
さ
れ
て
い
た
敦
堤
本

l‖)

十
王
経
典
類
甲
類
は
、
変
文
な
ど
の
講
唱
体
類
と
の
関
係
が
考
え

(
1
5
)

ら
れ
る
文
献
だ
か
ら
で
あ
る
。

敦
短
本
十
王
経
典
類
甲
類
は
、
「
謹
啓
諷
…
」
、
「
讃
日
…
」
の

言
葉
が
文
中
に
多
用
さ
れ
、
散
文
に
多
く
の
七
言
の
韻
文
を
挟
む

形
式
か
ら
、
講
経
の
台
本
を
元
と
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
濃

厚
で
あ
る
。
と
く
に
題
目
の
前
に
は
「
謹
啓
諷
『
闇
羅
王
預
修
生

七
往
生
浄
土
経
』
。
誓
勒
有
縁
以
五
合
啓
経
入
讃
、
念
阿
弥
陀
悌
」

の
二
言
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
言
う
の

も
こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
五
台
を
以
て
経
を
啓
き
讃
に
入
る
」
　
の

「
五
台
」
と
は
、
唐
僧
法
照
が
　
『
無
量
寿
経
』
　
の
「
清
風
時
発
、

出
五
音
声
、
微
妙
宮
商
、
自
然
相
和
」
に
も
と
づ
い
て
つ
く
り
だ

し
た
念
仏
の
時
の
五
種
の
調
音
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ

て
讃
を
と
な
え
よ
と
は
、
つ
ま
り
こ
れ
ら
が
み
な
口
頭
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
全
体
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の
「
題
目
」
、
「
讃
侶
」
、
「
経
文
」
と
続
く
構
成
も
、
敦
燈
資
料
に

見
ら
れ
る
俗
講
、
講
経
、
八
開
戒
会
の
法
式
と
は
基
本
的
に
一
致

し
、
実
際
何
ら
か
の
法
会
に
即
し
た
配
列
で
、
法
式
に
あ
わ
せ
て

書
き
残
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
同
系

統
に
属
す
る
P
.
三
六
七
一
が
絵
画
を
と
も
な
わ
な
い
小
型
の
冊

子
本
で
、
講
経
の
備
忘
録
と
も
見
ら
れ
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ
と

も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
以
上
の
諸
点
か
ら
見
て
敦
塩
本

『
十
王
経
』
甲
本
類
は
、
講
経
と
も
〓
疋
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る

文
献
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
讃
が
絵
解
き
講
唱
な
ど
を
通
じ
て
敦

短
、
四
川
二
倍
に
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
宝
頂
山
地
獄
変
命
の
概
要
を
説
明
し
、
図
像
と
と
も
に
残

さ
れ
て
い
る
銘
文
を
紹
介
し
て
き
た
。
こ
の
銘
文
に
は
、
通
俗
講
経

を
通
じ
て
民
間
に
流
行
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
讃
が
残
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
四
川
の
民
間
層
で
の
仏
教
信
仰
を
反
映
し
て
い
る
と
言
っ
て

よ
い
。
ま
た
同
時
に
、
敦
燈
の
通
俗
仏
教
文
献
の
記
載
な
ど
と
も
関

係
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

四
、
十
斎
日
信
仰
に
つ
い
て

大
足
地
獄
変
畠
の
碑
文
の
な
か
で
、
次
に
重
要
な
の
は
、
先
に

翻
刻
し
た
銘
文
の
う
ち
の
⑬
か
ら
⑳
に
見
ら
れ
る
地
獄
讃
で
あ

る
。
こ
の
地
獄
讃
は
三
段
目
と
四
段
目
に
七
個
所
の
銘
文
し
か
見

ら
れ
ず
、
地
獄
変
念
の
最
上
段
(
仏
菩
薩
像
)
、
二
段
目
(
十
王

像
)
　
と
は
一
見
連
絡
対
応
し
て
い
な
い
か
に
も
見
え
る
が
、
そ
の

記
載
内
容
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
き
ち
ん
と
連
絡
対
応
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
か
つ
そ
の
背
景
に
あ
る
信
仰
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
順
を
お
っ
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ま
ず
大
足
地
獄
変
念
の
記
載
と
関
連
す
る
敦
塩
本
の
記
載
を
紹
介

(
1
6
)

し
て
み
よ
う
。
以
下
に
示
す
の
は
敦
燈
本
地
蔵
十
斎
日
類
で
あ
る

(
S
.
二
五
六
七
(
図
2
2
)
及
び
S
.
二
五
六
六
)
。
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S
.
二
五
六
八

地
蔵
菩
薩
十
齋
日

一
日
童
子
下
、
念
定
光
如
来
、
不
塗
(
堕
)
刀
槍
地
獄
、
持
齋

除
罪
四
十
劫
。



八
日
太
子
下
、
念
薬
師
瑠
璃
光
俳
、
不
塗
(
堕
)
糞
尿
地
獄
、

持
齋
除
罪
三
十
劫
。

十
四
日
察
命
下
、
念
賢
劫
千
俳
、
不
塗
(
堕
)
鐙
湯
地
獄
、
持

齋
除
罪
一
千
劫
。

十
五
日
五
遺
大
将
軍
下
、
念
阿
禰
陀
債
、
不
堕
寒
氷
地
獄
、

持
齋
除
罪
二
百
劫
。

十
八
日
間
羅
王
下
、
念
親
世
音
菩
薩
、
不
堕
剣
樹
地
獄
、
持

齋
除
罪
九
十
劫
。

廿
三
日
大
将
軍
下
、
念
虚
舎
那
悌
、
不
堕
餓
鬼
地
獄
、
持
齋

除
罪
一
千
劫
。

廿
四
日
大
山
府
君
下
、
念
地
蔵
菩
薩
、
不
堕
暫
研
地
獄
、
持

齋
除
罪
一
千
劫
。

廿
八
日
帝
繹
下
、
念
阿
爾
陀
係
、
不
堕
銭
鋸
地
獄
、
持
齋
除

罪
九
十
劫
。

廿
九
日
四
天
王
下
、
念
薬
王
築
上
菩
薩
、
不
堕
磋
摩
地
獄
、

持
齋
除
罪
七
千
劫
。

廿
日
大
梵
天
下
、
念
繹
迦
牟
尼
債
、
不
堕
寒
氷
、
持
齋
除
罪

八
千
劫
。

こ
の
地
蔵
菩
薩
十
斎
日
と
は
、
一
月
の
う
ち
一
・
八
・
十
四
・

十
五
・
十
八
・
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
八
二
一
十
九
日
と
三
十

日
の
定
め
ら
れ
た
十
日
間
、
天
の
諸
神
諸
菩
薩
あ
る
い
は
鬼
神
が

地
上
を
監
察
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
持
戒
し
諸
神
話
菩
薩
を
礼
拝

す
る
と
い
う
、
イ
ン
ド
将
来
の
早
期
の
翻
訳
経
典
『
五
分
律
』
、

『
十
調
律
』
、
『
毘
尼
母
経
』
　
に
い
う
四
斎
日
、
六
斎
日
を
淵
源
と

(
1
7
)

す
る
信
仰
で
、
中
国
で
は
唐
代
前
後
か
ら
中
国
民
間
に
多
く
見
ら

り
眼
円

れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
信
仰
は
、
イ
ン
ド
で
は
一
月
を
白
月
、
黒
月
の
各
十
五
日

と
し
、
八
・
十
四
・
十
五
の
三
日
間
斉
を
持
し
八
戒
を
断
つ
べ
L

と
し
て
い
る
。
月
三
十
日
に
換
算
す
る
と
八
・
十
四
・
十
五
(
白

月
)
と
二
十
三
・
二
十
九
二
二
十
(
黒
月
)
と
な
る
。
そ
し
て
八
日

(
八
日
・
二
十
三
日
)
　
は
四
天
王
の
使
者
、
十
四
日
　
(
十
四
日
・

二
十
九
日
)
は
四
天
王
の
太
子
、
十
五
日
(
十
五
日
・
三
十
日
)
　
は

四
天
王
が
や
っ
て
き
て
諸
民
を
監
察
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と

(
1
9
)

い
う
。こ

の
六
斎
日
に
四
日
を
加
え
十
斎
日
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
　
の
伝
わ
っ
た
七
世
紀
頃
と
見
ら
れ

る
が
、
飛
来
す
る
鬼
神
、
地
獄
の
冥
官
の
名
前
と
し
て
、
当
初
の

四
天
王
、
太
子
に
加
え
て
司
命
、
五
道
大
神
、
閣
羅
王
、
泰
山
府

君
な
ど
の
冥
王
、
冥
官
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
礼
拝
す
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S
.
二
六
五
七

1
　
大
乗
四
齋
日
‥
二
月
八
日
、
四
月
八
日
、
正
月
八
日
、
七
月
十
五
日
。
年

2
　
三
長
齋
月
‥
正
月
、
五
月
、
九
月
。
六
齋
日
‥
八
日
、
十
四
日
、
十
五
日
、

3
　
廿
三
日
、
廿
八
日
、
廿
日
。
十
齋
日
‥
月
一
日
、
善
悪
□
(
二
子
抹
消
)
童
子

下
貪
=

4
　
十
四
日
、
察
命
伺
録
下
‥
十
五
日
、
五
道
大
神
下
‥
十
八
日
、
問
羅

5
　
王
下
・
・
廿
三
日
、
天
大
将
軍
下
‥
廿
四
日
、
帝
繹
下
‥
廿
八
日
、
太
山
府

6
　
軍
(
君
)
下
‥
廿
九
日
、
四
天
王
下
‥
廿
日
、
天
曹
地
府
下
。
一
日
童
子
下
、

7
　
念
定
光
如
来
悌
八
日
太
子
下
(
上
記
五
字
抹
消
)
除
(
持
)
齋
、
除
罪
四
十
劫
不

堕

8
　
刀
槍
地
獄
‥
八
日
太
子
下
、
念
薬
師
琉
璃
光
悌
除
(
持
)
齋
、

顆
犠
描
線

顧
紹

・
h
春
陽

裏
革
〕
二
日

珊

筆

禍

ん
.
4
喜
入
.
れ

拝
・
療
1
仔
廊
T
≠

2019181716　　151413121110　9

除
罪
三
十
劫
不
堕
粉
(
糞
)
草
地
獄
‥
十
四
日
察
命
下
、
念
賢

劫
千
悌
除
(
持
)
齋
、
除
罪
一
千
劫
不
堕
蕩
湯
地
獄
‥
十
五
日

五
遺
大
将
軍
下
、
念
阿
弥
陀
悌
除
(
持
)
齋
、
除
罪
二
百
劫

不
堕
寒
氷
地
獄
‥
十
八
日
間
羅
王
下
、
念
観
世
音
菩
薩

除
(
持
)
齋
、
除
罪
九
十
劫
不
堕
勧
樹
地
獄
‥
廿
三
日
天
大
将
軍

下
、
念
慮
舎
那
悌
除
(
持
)
齋
、
除
罪
一
千
劫
不
堕
餓
鬼
地

獄
‥
廿
四
日
天
帝
繹
(
上
記
三
字
抹
消
)
大
山
府
君
下
、
念
地
蔵
菩
薩
除
(
持
)

齋
、
除
罪
九
十

劫
不
堕
紐
(
裁
)
地
獄
‥
廿
八
日
天
帝
繹
下
、
念
阿
弥
陀
悌

除
(
持
)
齋
、
除
罪
一
千
劫
不
堕
織
鋸
地
獄
‥
廿
九
日
四
天
王

下
、
念
欒
王
築
上
菩
薩
除
(
持
)
齋
、
除
罪
一
千
劫
不
堕
砧

磨
地
獄
‥
廿
日
大
梵
天
下
、
念
繹
迦
牟
尼
悌
除
(
持
)
齋
、

除
罪
八
千
劫
不
堕
寒
氷

図22　敦堤本『地蔵菩薩十齋日j S.2567
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る
べ
き
阿
弥
陀
仏
、
観
世
音
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
等
の
諸
仏
菩
薩
が

記
さ
れ
、
ま
た
各
王
菩
薩
の
管
轄
す
る
寒
氷
地
獄
、
剣
樹
地
獄
、

抜
舌
地
獄
等
の
地
獄
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
後
世

に
な
っ
て
徐
々
に
道
教
や
民
間
信
仰
を
取
り
込
ん
で
い
っ
た
結
果

で
あ
ろ
う
。
そ
の
細
か
な
成
立
の
経
緯
は
今
後
の
研
究
を
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
お
お
む
ね
九
世
紀
半
ば
以
降
、
民
衆
仏
教

が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
ろ
に
、
道
教
、
民
間
信
仰
な
ど
と
の
相
互
関

係
の
中
で
完
成
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

表
1十 九 八 七 六 五 四 三 二 一

三 廿 廿 廿 廿 十 十 十 八 一

敦

央皇

本

十

斎

日

十 九 八 四 三 八 五 四 日　目

日　 日　日　 日　日　 日　日　 日 、 、
' 、 ' 、 ' 、 、 ' 大 童

四　　　　　　 五 ノ、子 子

開 聯

酋たヨ地
府
下　　 〒　 拍

　 )　ロロ下]
下

三一百七六五四三二一
十年年目七七七七七七七

挿都平泰欒閤五宋初案 王

経
江

大大大府大大大大大大
王王王君王王王王王王

*
教
壇
本
地
蔵
菩
薩
十
斎
日
類
は
各
写
本
間
に
微
妙
に
異
な
る
個
所
が
あ
る
。
そ
の
異

同
を
示
す
た
め
に
こ
の
表
で
は
S
.
二
五
六
八
を
底
本
と
し
て
〓
内
は
S
.
六
八

七
九
、
(
)
内
は
S
.
二
五
六
七
、
八
)
内
は
S
.
四
一
七
五
に
記
載
さ
れ
る
も
の
を

記
し
て
い
る
。
以
下
、
表
2
も
同
じ
。

こ
の
成
立
過
程
で
も
十
王
信
仰
の
基
盤
と
な
っ
た
七
七
斎
信
仰

と
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
七
七
斎
信
仰
も
同

時
代
に
は
イ
ン
ド
か
ら
伝
来
し
て
お
り
、
地
獄
の
五
間
羅
(
ま
た

は
五
天
使
)
　
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
加
え
ら
れ
、
五
か
ら
十
へ
と
数

を
増
や
す
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
れ
と
前
後
す
る
時
期
と
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
の
信
仰
で
同
じ
地
獄
の
冥
官
が
登
場

す
る
の
だ
か
ら
、
混
合
し
な
い
で
い
た
ほ
う
が
む
し
ろ
不
自
然
と

(
2
0
)

も
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
結
果
、
十
王
の
名
称
と
十
斎
日
に
訪
れ
る
冥
官
の
名
称

に
、
同
一
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
対
照
表
(
表

1
)
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

表
よ
り
見
て
、
共
通
点
は
む
し
ろ
少
な
く
諸
神
諸
王
の
名
称
か

ら
言
え
ば
わ
ず
か
な
共
通
点
し
か
見
出
せ
な
い
か
に
も
見
え
る

が
、
四
、
五
、
七
で
は
配
列
順
序
に
ま
で
共
通
点
が
あ
り
、
単
な

る
偶
然
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
大
足
地
獄
変
念
の
⑬
か
ら
⑳
に
見
ら
れ
る
地
獄
讃
を
解

説
す
る
た
め
に
、
本
節
で
は
十
斎
日
の
信
仰
に
つ
い
て
、
十
王
と

の
関
係
を
含
め
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
い
た
。
次
章
に
は
、
こ
れ

と
宝
頂
山
地
獄
変
畠
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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五
、
大
足
地
獄
変
念
と
十
斎
日
信
仰

前
章
に
も
述
べ
た
が
、
敦
燈
文
献
『
地
蔵
菩
薩
十
斎
日
』
　
の
記

載
が
大
足
地
獄
変
念
⑬
～
⑳
の
碑
文
に
見
事
に
対
応
す
る
の
は
以

下
を
見
て
の
通
り
で
あ
る
。

八
日
太
子
下
、
念
薬
師
琉
璃
光
僻
、
不
堕
糞
尿
地
獄
、
持

齋
除
罪
三
十
劫
。

十
四
日
察
命
下
、
念
賢
劫
千
燐
、
不
堕
鐙
湯
地
獄
　
持
齋

除
罪
一
千
劫
。

(
『
地
蔵
菩
薩
十
斎
日
』
)

a
.
月
一
日
、
念
定
光
悌
一
千
遍
、
不
堕
刀
山
地
獄
。

讃
日
‥
聞
説
刀
山
不
可
學
、
嵯
峨
瞼
峻
使
心
酸
、
遇
蓬
齋

日
勤
修
福
、
免
見
前
程
悪
業
牽
。

(
地
獄
変
愈
⑬
『
刀
山
地
獄
侶
讃
』
)

一
日
童
子
下
、
念
定
光
如
来
、
不
堕
刀
槍
地
獄
、
持
齋
除

罪
四
十
劫
。
　
　
　
　
　
　
　
　
(
『
地
蔵
菩
薩
十
斎
日
』
)

b
.
日
念
薬
師
琉
璃
光
悌
千
遍
、
不
堕
鍾
湯
地
獄
。

勒
君
勒
念
薬
師
尊
、
免
向
鐙
湯
受
苦
辛
。
落
在
波
中
何
時

出
、
早
修
辞
土
脱
沈
輪
。

日
念
賢
劫
千
悌
一
千
遍
、
不
堕
寒
氷
地
獄
。

就
中
最
苦
是
寒
氷
、
蓋
因
裸
霹
封
神
明
。
但
念
諸
備
求
功

徳
、
罪
業
消
除
好
虞
生
。

(
地
獄
変
念
⑭
『
鐙
湯
地
獄
侶
讃
、
寒
泳
地
獄
侶
讃
』
)

地
獄
讃
の
碑
文
は
七
箇
所
し
か
な
く
、
十
王
、
十
斎
日
と
対
応

し
な
い
か
に
も
見
え
る
が
、
こ
の
よ
う
に
対
応
さ
せ
て
い
く
と
地

獄
数
、
地
獄
讃
の
数
と
も
に
十
と
対
応
す
る
。

「
月
一
日
、
念
定
光
彿
一
千
遍
、
不
堕
刀
山
地
獄
」
等
の
言
い

ま
わ
し
が
似
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
念
ず
る
諸
仏
菩
薩
、
地

獄
も
ほ
ぼ
十
斎
日
と
一
致
す
る
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
と

く
に
第
一
番
目
の
「
刀
山
地
獄
」
で
は
、
何
ら
か
の
書
き
間
違
い

か
　
「
月
一
日
」
と
　
『
地
蔵
菩
薩
十
斎
日
』
　
に
あ
っ
た
記
載
を
そ
の

ま
ま
残
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
「
一
日
」
を
「
月
一
回
」
　
の
意
味

と
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
来
誤
記
で
あ
る
こ
と
は
　
『
地

蔵
菩
薩
十
斎
日
』
　
を
見
て
の
通
り
で
あ
る
。

た
だ
二
番
目
以
降
の
記
載
で
は
記
さ
れ
る
地
獄
の
名
称
が
異
な

る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
す
べ
て
を
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
一
つ
ず

つ
ず
れ
て
い
る
だ
け
で
、
か
な
り
の
確
率
で
一
致
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
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以
下
に
大
足
石
窟
な
ど
に
見
ら
れ
る
十
王
と
地
獄
の
関
係

と
、
十
斎
日
に
残
さ
れ
る
地
獄
の
名
称
を
比
較
し
て
み
た

(
表
2
)
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
比
較
し
て
み
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
十
ず
つ

記
載
さ
れ
る
地
獄
が
、
六
つ
ま
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
も
、
大
足
で
は
「
糞
尿
地
獄
」
が
無
い
た
め
に
順

序
が
一
つ
ず
つ
ず
れ
て
い
る
が
、
(
1
)
か
ら
(
4
)
ま
で
は
配

列
順
序
も
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
総
じ
て
、
大
足
の
地
獄
は
七
七
斎
を
基
に
す
る

持 都平 泰 欒閤五 宋 初 秦

大
足

輪 市等 山成 羅官 帝 江廣
大 大大 府大 大大 大 大大
王 王王 君王 王 王王 王王

黒 銭鋸 到 毒抜 剣寒 鐸刀 石
窟
十
王

暗床 解 碓蛇 舌樹 泳 湯 山
地 地地 地地 地地 地 地地
獄 獄獄 獄獄 獄 獄獄 獄獄

6　5　　　　　　 4　3　2 1

念 念念 念念 念念 念 念念

十

斎

日

繹 薬阿 地盛 観 阿賢 築定
迦王 禰 戒 舎世禰 劫 師光
牟粟 陀 菩那 音 陀千 琉如
尼 上悌 薩悌 菩悌 悌 璃来

芸莞姦姦姦芸腔壷
寒 堕 鋸 析 鬼 剣 '湯 堕 槍

氷群 騨

獄義豊　郷獄

十
王
斎
信
仰
ば
か
り
で
は
な
く
、
十
斎
日
の
信
仰
を
も
反
映

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
十
の
地
獄
は
上
段
と
も
連
絡
し
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
合
流
が

生
じ
た
原
因
は
、
敦
堤
本
十
王
経
な
ど
に
記
さ
れ
る
生
前
に
自
ら

の
た
め
に
行
う
預
修
斎
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
大
足
地
獄
変
念
に
あ
る
十
の
地
獄
銘
文
に
は
そ
れ
ぞ

れ
念
ず
る
べ
き
仏
菩
薩
名
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
右
か
ら
順
に
定
光

俳
、
薬
師
琉
璃
光
俳
、
賢
劫
千
価
、
阿
禰
陀
価
、
□
□
(
地
蔵
)

菩
薩
、
大
勢
智
如
来
、
観
世
音
菩
薩
、
慮
舎
那
俳
、
薬
王
梁
上
菩

薩
、
樺
迦
牟
尼
悌
と
な
る
が
、
当
然
、
最
上
段
の
仏
菩
薩
も
地
獄

讃
と
対
応
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

繹 薬盛 観大 口阿 賢築 定

大
足

石
窟

迦 王舎 世 勢 □禰劫 師 光

碑群
25

繹 薬 阿地歴 覿 阿 賢欒 定

十

斎

日

迦 王節目蔵舎 世 間劫 師光
牟 薬陀 菩那 音 悌千 琉如

莞壽笠等笠苧攣窯登
)　 9　　　　　　　　　　 2

阿阿観葉爾地普文繹不栞桒
弓爾閃世師勒蔵賢妹迦動
陀知音如菩菩菩菩如明
悌来菩来薩薩薩薩釆王
T n 竺 T　 T　 lO
) )　7　)　　 )
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さ
て
、
こ
れ
が
後
代
の
本
地
仏
と
一
致
す
る
か
否
か
が
議
論
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
順
序
名
称
と
も
に
一
致
す
る
の
は
、
わ

ず
か
に
第
五
番
目
の
地
蔵
菩
薩
た
だ
一
菩
薩
に
と
ど
ま
る
(
表
3

参
照
)
。
た
だ
、
配
列
順
序
を
考
え
な
け
れ
ば
六
の
仏
菩
薩
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
『
発
心
因
縁
十
王
経
』
な
ど
に

記
さ
れ
る
本
地
仏
と
の
発
展
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
調

査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
足
宝
頂
山
地
獄
変
念
は
、
上

述
し
た
よ
う
に
　
『
地
蔵
菩
薩
十
斎
日
』
　
に
記
さ
れ
る
信
仰
を
反
映

し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
獄
変
念
に
彫
ら
れ

て
い
る
図
像
の
意
味
は
十
斎
日
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
と
な
れ
ば
大
足
地
獄
変
念
に
刻
ま
れ
る
最
上
段
の
仏
菩
薩

の
意
味
を
考
え
る
際
も
、
十
王
の
生
ま
れ
変
わ
り
、
ま
た
は
化
身

で
は
な
く
、
作
成
さ
れ
た
当
初
の
意
図
と
し
て
は
、
同
じ
く
敦
塩

(

2

1

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

2

2

)

文
献
『
悌
説
地
蔵
菩
薩
経
』
や
『
道
明
和
尚
還
魂
記
』
　
に
見
ら
れ

る
地
蔵
菩
薩
の
よ
う
な
地
獄
で
の
衆
生
の
擁
護
者
、
守
護
神
と
し

て
、
さ
ら
に
言
え
ば
十
王
と
は
別
人
格
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
地
獄
讃
に

「
勒
君
勒
念
薬
師
尊
、
免
向
鐙
湯
受
苦
辛
」
　
(
⑭
)
、
「
菩
薩
慈
悲

慶
大
多
、
救
苦
常
数
出
愛
河
」
　
(
⑳
)
、
「
観
音
哀
懲
衆
生
苦
、
免

離
地
獄
現
慈
悲
」
　
(
⑰
)
　
な
ど
と
歌
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
証
さ
れ

る
。こ

れ
が
本
地
仏
へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
発
展

関
係
が
予
測
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
、
次
章
に
そ
れ
を
検
討
し
て
み

た
い
。

六
、
遺
蔵
本
十
王
経
典
類

前
章
ま
で
に
お
い
て
、
大
足
地
獄
変
念
に
刻
ま
れ
る
図
像
の
意

味
や
、
背
景
と
な
っ
た
信
仰
な
ど
を
解
説
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
を

総
じ
て
、
大
足
地
獄
変
会
の
最
上
段
に
刻
ま
れ
る
仏
菩
薩
の
意
味

は
、
本
来
的
な
意
味
か
ら
解
釈
し
た
場
合
、
本
地
仏
と
は
意
味
を

や
や
異
に
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
図
像
の

構
成
上
、
日
本
に
伝
わ
る
十
王
図
の
本
地
仏
と
も
一
致
す
る
も
の

で
あ
り
、
当
然
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
影
響
関
係
を
予
測
し
て
お
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
中
国
民
間
に
お
い
て
は
宗
教
上

何
ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
も
予
測
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
退
蔵
に
見
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
道
教
の
十
王
経
典
で
は
、
み
な
十
王
と
と
も
に
真
君
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(
道
教
の
神
)
　
が
併
記
さ
れ
る
が
、
筆
者
の
見
立
て
で
は
そ
れ
が

現
れ
る
の
は
九
、
十
世
紀
頃
で
あ
る
。
道
蔵
文
献
を
調
査
し
て
み

る
と
、
道
教
の
儀
式
で
は
七
七
斎
に
供
養
す
る
と
き
に
、
十
王
像

を
な
ら
べ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
時
に
は
貴
君
像
も
な
ら
べ
供
養

し
て
い
た
よ
う
で
、
十
王
像
と
十
真
君
像
を
同
時
に
な
ら
べ
る
こ

(
2
3
)

と
も
あ
っ
た
と
も
予
想
さ
れ
る
。
と
な
れ
ば
、
大
足
地
獄
変
金
の

よ
う
に
十
王
と
仏
菩
薩
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
併
記
さ
れ
る
図
像

が
、
道
教
に
い
う
信
仰
と
の
混
同
か
ら
、
十
王
の
生
ま
れ
変
わ

り
、
化
身
と
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
う
る
が
、
さ
ら
に
重
要

な
の
は
、
十
四
世
紀
の
同
系
経
典
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
十
王
イ

コ
ー
ル
真
君
の
化
身
と
の
考
え
が
明
確
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
筆
者
の
推
測
を
以
下
に
順
を
お
っ
て

説
明
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
道
教
の
十
王
経
典
類
と
そ
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
紹
介
し

(
2
4
)

て
み
よ
う
。

1
、
『
太
上
救
苦
天
等
説
消
億
滅
罪
経
』
　
(
『
道
蔵
』
洞
玄
部
、
新

文
豊
出
版
影
印
『
正
統
道
蔵
』
　
1
0
-
m
)

2
、
『
元
始
天
尊
説
部
都
滅
罪
経
』
　
(
『
遺
蔵
』
洞
真
部
、
新
文
豊

出
版
影
印
『
正
統
道
蔵
』
　
2
-
6
2
4
)

3
、
『
地
府
十
王
抜
度
儀
』
　
(
『
遺
戒
』
洞
真
部
、
新
文
豊
出
版
影

印
『
正
統
道
蔵
』
　
5
-
5
2
1
)

4
、
『
霊
宝
領
教
済
度
金
書
』
第
四
十
一
巻
「
十
真
君
醗
儀
」

(
『
道
蔵
』
洞
玄
部
、
新
文
豊
出
版
影
印
『
正
統
道
蔵
』
　
1
2
-

軒
円

5
、
『
霊
宝
領
教
済
度
金
書
』
第
一
七
二
巻
「
十
王
醗
儀
」
　
(
『
道

蔵
』
洞
玄
部
、
新
文
豊
出
版
影
印
『
正
統
道
蔵
』
　
1
2
-
糀
)

こ
れ
ら
の
経
典
は
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
は
成
立
時
期
不

詳
と
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
4
、
『
霊
宝
領
教
済
度
金
書
』

が
一
三
〇
二
年
前
後
の
成
立
と
さ
れ
る
以
外
は
具
体
的
な
成
立
年

(
2
5
)

ど
こ
ろ
か
、
お
お
む
ね
の
成
立
年
代
す
ら
定
か
で
は
な
か
っ
た
。

た
だ
筆
者
が
注
目
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
遺
経
の
1
、
『
太
上
救

苦
天
尊
説
消
怒
滅
罪
経
』
　
の
内
容
と
、
敦
燈
本
『
十
王
経
』
　
(
乙

本
、
丙
本
)
　
に
い
く
つ
か
の
点
で
類
似
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。敦

燵
本
『
十
王
経
』
　
(
乙
本
)
　
と
の
共
通
点
と
は
、
何
よ
り
も

全
体
の
構
成
が
似
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
部
分
的
な
描
写

も
、
同
一
文
に
よ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
類
似
点
が

あ
る
。
第
一
に
、
経
典
の
書
き
出
し
の
部
分
で
あ
る
。
『
太
上
救

苦
天
尊
説
消
億
滅
罪
経
』
　
は
以
下
の
よ
う
に
書
き
始
め
る
。
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爾
時
救
苦
天
等
、
設
大
慈
悲
為
諸
衆
生
、
滅
除
一
切
罪

業
、
救
抜
沈
治
、
即
令
修
齋
布
施
廣
建
功
徳
、
大
起
福
田
、

召
請
天
龍
地
祇
、
四
梵
天
王
、
阿
修
羅
王
、
諸
天
帝
主
、
閤

羅
天
子
、
泰
山
府
君
、
司
命
司
録
、
五
道
大
神
、
獄
中
典

却
1
割
到
顧
矧
薗
咄
劉
H
南
。

こ
れ
が
先
の
敦
燵
本
『
十
王
経
』
　
(
甲
本
、
乙
本
)
　
の
書
き
出

し
の
部
分
と
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

如
是
我
聞
‥
一
時
彿
在
鳩
屍
那
城
阿
経
験
提
河
邊
裟
羅
讐

樹
間
、
臨
般
浬
架
時
、
學
身
放
光
、
普
照
大
衆
及
諸
菩
薩
、

摩
詞
薩
、
天
龍
神
王
、
天
主
帝
樺
、
四
天
大
王
、
大
梵
天

王
、
阿
修
羅
王
、
諸
大
國
王
、
閤
羅
天
子
、
大
山
府
君
、
司

命
司
録
、
五
道
大
神
、
地
獄
官
典
、
悉
来
集
合
、
疆
敬
世

尊
、
合
掌
而
立
。

諸
王
諸
神
の
配
列
順
序
に
至
る
ま
で
共
通
し
て
い
る
点
は
、
単

な
る
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
点
は
、
さ
ら
に
後
代
の
文
献

と
見
ら
れ
る
『
閣
羅
王
発
心
因
縁
十
王
経
』
　
で
は
「
閣
魔
王
十
大

王
、
衆
獄
司
侯
官
、
司
命
令
神
、
司
録
記
神
、
闇
魔
使
者
、
羅
剰

婆
、
無
量
異
類
、
無
数
鬼
神
部
類
」
と
す
る
の
と
は
明
ら
か
に
異

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
冥
官
が
衆
生
の
罪
状
を
監
察
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
衆
生
に
設
斎
を
勧
め
る
と
い
う
く
だ
り
で
も
、
記
載

内
容
に
一
致
す
る
点
が
あ
る
。
『
太
上
救
苦
天
尊
説
消
億
滅
罪
経
』

に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

天
尊
日
‥
緑
以
世
間
、
衆
生
受
諾
果
報
、
並
是
大
魔
王
管

揖
罪
簿
。
若
有
閣
浮
國
土
、
十
悪
五
逆
、
不
敬
父
母
、
破
齋

犯
戒
、
烹
宰
猪
、
羊
、
牛
、
馬
、
六
畜
飛
食
、
走
獣
之
屈
、

種
租
画
功
利
1
↓
瑚
劉
刃
l
-
身
刺
矧
オ
観
1
矧
刃
刈
幽
咄
副
、
日

夜
受
苦
、
無
由
解
脱
。
若
以
廣
修
功
徳
、
設
齋
布
施
、
積
劫

拷
掠
、
繋
閉
牢
獄
、
無
獲
生
天
。

こ
の
部
分
は
敦
焙
本
『
十
王
経
』
　
(
甲
本
、
乙
本
)
　
の
以
下
の

部
分
と
似
て
い
る
。

在
生
之
日
、
矧
矧
割
馴
嘲
¶
齋
-

錐
l
、
l
l
l
刻
1
惑
姻
l
一
l
l
功
、
-
薗
矧
矧
刃
瑚
利
、
十
劫
五
劫
。
若
造

此
経
及
諸
尊
像
、
記
在
冥
案
、
身
到
之
日
、
閣
王
歓
喜
、
判

放
其
人
生
富
貴
家
、
免
其
罪
過
。

第
三
に
、
十
王
を
紹
介
す
る
箇
所
で
あ
る
が
、
讃
も
絵
画
の
記

載
も
無
く
、
列
挙
す
る
の
に
と
ど
ま
る
点
は
、
敦
煙
本
『
十
王

経
』
　
(
乙
本
、
丙
本
)
　
と
近
い
。

一
七
、
秦
廣
大
王
、
太
素
妙
廣
真
君
。

二
七
、
初
江
大
王
、
陰
徳
定
休
某
君
。
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三
七
、

四
七
、

五
七
、

六
七
、

七
七
、

百
日
、

小
祥
、

大
禅
、

敦
燵
本

る
。

宋
帝
大
王
、

五
官
大
王
、

閣
羅
大
王
、

洞
明
普
静
真
君
。

玄
徳
五
靂
真
君
。

最
勝
耀
靂
真
君
。

欒
成
大
王
、

泰
山
府
君
、

平
等
大
王
、

都
市
大
王
、

樽
輪
大
王
、

『
十
王
経
』

碧
粛
昭
成
真
君
。

玄
徳
妙
生
真
君
。

無
上
正
度
真
君
。

飛
魔
演
慶
真
君
。

五
化
威
惑
真
君
。

(
乙
本
、
丙
本
)
　
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ

第
一
七
齋
、

第
二
七
齋
、

第
三
七
齋
、

第
四
七
齋
、

第
五
七
齋
、

第
六
七
齋
、

第
七
七
齋
、

秦
虞
大
王
下
。

初
江
大
王
下
。

宋
帝
大
王
下
。

五
官
大
王
下
。

閣
羅
大
王
下
。

攣
成
大
王
下
。

泰
山
府
君
下
。

百
日
齋
、
平
等
大
王
下
。

一
年
齋
、
都
市
大
王
下
。

三
年
齋
、
韓
輪
大
王
下
。

以
上
に
、
三
点
を
中
心
に
　
『
太
上
救
苦
天
尊
説
消
億
滅
罪
経
』

と
敦
煙
本
『
十
王
経
』
　
と
比
較
し
て
み
た
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
と

く
に
敦
燵
本
『
十
王
経
』
　
の
乙
本
と
構
成
上
、
文
体
上
と
も
に
近

い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
歴
然
で
あ
り
、
実
際
に
乙
本
の
記
載
を
も

と
に
道
経
に
改
編
さ
れ
た
形
跡
す
ら
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

敦
燈
本
『
十
王
経
』
　
(
乙
本
、
丙
本
)
　
は
、
甲
本
を
省
略
し
て

十
世
紀
頃
に
供
養
経
と
す
る
た
め
に
作
ら
れ
、
用
途
に
よ
っ
て
臨

機
応
変
に
書
き
か
え
ら
れ
て
い
た
文
献
で
あ
る
(
注
(
1
4
)
参
照
)
。

こ
れ
と
　
『
太
上
救
苦
天
尊
説
消
億
滅
罪
経
』
　
と
に
こ
の
よ
う
な
共

通
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
『
太
上
救
苦
天
尊
説
消
億
滅
罪
経
』

の
成
立
年
代
も
十
世
紀
頃
と
推
定
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
さ

ら
に
、
こ
れ
が
太
上
救
苦
天
尊
を
冠
す
る
経
典
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
九
世
紀
末
以
降
の
文
献
で
あ
る
可
能
性
は
よ
り
濃
厚
で
あ

(
2
5
)

り
、
筆
者
の
言
う
十
世
紀
前
後
と
も
重
な
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
道
経
の
十
王
に
記
さ
れ
る
其
君
の
名
称
は
十

世
紀
頃
に
は
す
で
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
良
い
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

で
は
、
十
王
と
、
こ
の
十
の
真
君
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

残
念
な
こ
と
に
、
九
、
十
世
紀
文
献
で
は
こ
の
十
王
と
真
君
の
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関
係
を
示
す
記
述
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
十
四
世
紀
始
め
の

文
献
に
な
る
と
、
こ
の
十
の
真
君
が
十
王
と
は
別
人
格
で
は
な

く
、
同
一
神
の
別
名
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
3
、

の
　
『
地
府
十
王
抜
度
儀
』
　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

焚
香
供
養
、
冥
府
第
一
宮
、
太
素
妙
廣
真
君
、

世
人
所
謂
秦
虞
大
王
。
…
…

焚
香
供
養
、
冥
府
第
二
宮
、
陰
徳
定
休
貴
君
、

見
世
名
目
初
江
大
王
。
…
…

焚
香
供
養
、
冥
府
第
三
官
、
洞
明
普
静
貴
君
、

世
人
所
謂
宋
帝
大
王
。
…
…

焚
香
供
養
、
冥
府
第
四
宮
、
玄
徳
五
霊
真
君
、

世
人
所
謂
五
官
大
王
。
…
…

焚
香
供
養
、
冥
府
第
五
官
、
最
聖
耀
靂
真
君
、

世
人
所
謂
閣
羅
大
王
。
…
…

焚
香
供
養
、
冥
府
第
六
宮
、
賛
粛
昭
成
真
君
、

世
人
所
謂
欒
成
大
王
。
…
…

焚
香
供
養
、
冥
府
第
七
宮
、
泰
山
玄
妙
真
君
、

見
世
名
目
泰
山
府
君
。
…
…

焚
香
供
養
、
冥
府
第
八
宮
、
無
上
正
度
其
君
、

世
人
所
謂
平
等
大
王
。
…
…

焚
香
供
養
、
冥
府
第
九
宮
、
飛
魔
演
慶
真
君
、

世
人
所
謂
都
市
大
王
。
…
…

焚
香
供
養
、
冥
府
第
十
宮
、
五
霞
威
徳
真
君
、

見
世
名
日
時
輪
大
王
。
…
…

こ
れ
ら
を
総
じ
て
、
ま
ず
、
道
教
で
は
、
十
世
紀
文
献
に
は
す

で
に
十
王
と
併
記
さ
れ
る
真
君
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
が
な
い
。
こ
れ
が
化
身
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
否
か
は
こ
の
時

点
で
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
が
十
三
世
紀
末
～
十
四
世
紀
初

頭
成
立
の
文
献
で
は
十
王
と
貴
君
が
同
一
人
格
と
見
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
仏
教
で
は
た
だ
ち
に
仏

菩
薩
の
化
身
と
置
き
か
え
ら
れ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
わ
け
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
に
見
る
と
、
十
二
世
紀
頃
に
な
っ
て
、
大
足
石
窟

の
最
上
段
、
十
王
の
上
に
仏
菩
薩
が
彫
ら
れ
た
と
き
に
、
そ
れ
の

元
と
な
っ
た
の
は
前
章
に
も
言
う
よ
う
に
確
か
に
敦
燈
本
『
十
王

経
』
類
、
『
地
蔵
菩
薩
十
斎
日
』
や
そ
れ
に
よ
る
信
仰
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
同
時
代
の
道
教
的
な
信
仰
を
背
景
に
、

徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
加

え
て
、
仏
教
で
も
唐
玄
笑
訳
『
大
方
広
十
輪
経
』
巻
第
一
に
は
早

く
か
ら
地
蔵
菩
薩
が
閻
羅
王
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
こ
と
が
記
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さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
、
仏
教
界
で
も
冥
王
と
仏
菩
薩
が
、
生

ま
れ
変
わ
り
と
い
う
本
地
垂
逆
の
関
係
で
結
ば
れ
る
と
い
う
考
え

は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
石
窟
の
最
上
段
に
残
さ

れ
る
他
の
仏
菩
薩
が
、
地
蔵
菩
薩
と
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冥
王

の
生
ま
れ
変
わ
り
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う

流
れ
は
中
国
民
間
で
は
い
た
っ
て
容
易
で
あ
り
、
十
分
考
慮
さ
れ

る
べ
き
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

日
本
の
十
王
に
残
さ
れ
る
本
地
仏
と
の
配
列
の
違
い
な
ど
、
さ

ら
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
点
は
あ
る
が
、
本
稿
に
紹
介
し
て
き

た
資
料
も
、
十
王
の
本
地
仏
形
成
を
探
る
た
め
の
材
料
と
し
て
指

摘
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。

注

(
1
)
　
十
王
の
本
地
仏
は
日
本
撰
述
の
　
『
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王

経
』
以
降
に
見
ら
れ
る
も
の
で
日
本
流
伝
の
十
三
仏
信
仰
の
も

と
と
な
っ
た
云
々
、
と
の
説
は
、
矢
吹
慶
輝
氏
『
三
階
数
之
研

究
』
　
(
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
年
)
　
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
よ

り
明
確
に
日
本
撰
述
説
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
も
の
に
は
　
『
望

月
仏
教
大
辞
典
』
　
「
十
王
」
　
の
項
　
(
一
九
三
六
年
)
　
な
ど
も
あ

り
、
同
説
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
広
く
斯
界
に
定
着
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
大
方
の
日
本
国
文
学
研
究
者
は

同
説
に
よ
っ
て
い
る
と
聞
く
。

(
2
)
　
吉
岡
義
豊
氏
は
、
「
中
国
民
間
の
地
獄
十
王
信
仰
に
つ
い
て
」

(
『
吉
岡
義
豊
著
作
集
』
第
一
巻
3
5
9
頁
「
十
王
・
十
真
君
と
本

迩
思
想
」
、
五
月
書
房
、
一
九
八
九
年
)
中
に
お
い
て
、
中
国

道
教
界
で
は
す
で
に
仏
教
の
本
迩
信
仰
に
似
た
考
え
に
よ
り
十

王
に
本
地
神
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
そ
の
発
生
の
年
代
な
ど
は
、
道
経
の
成
立
年
代
が
不

確
定
な
こ
と
か
ら
特
定
さ
れ
ず
、
十
王
の
記
載
の
あ
る
道
蔵

『
霊
宝
領
教
済
度
金
書
』
成
立
　
(
二
二
〇
二
年
)
以
前
と
さ
れ

る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

(
3
)
　
大
足
宝
頂
山
石
窟
地
獄
変
畠
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
以
下
の

よ
う
な
資
料
、
論
考
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

劉
長
久
・
胡
文
和
・
李
永
勉
等
三
氏
『
大
足
石
窟
研
究
』
、

四
川
省
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
八
五
年

胡
文
和
氏
「
論
地
獄
変
相
」
、
『
四
川
文
物
』
、
一
九
八
八
年

二
期杜

斗
城
氏
「
現
存
『
地
獄
変
相
』
実
物
資
料
」
、
『
敦
堤
本
仏

説
十
王
経
校
録
研
究
』
、
甘
粛
教
育
出
版
社
、
一
九
八
九
年

胡
文
和
氏
「
仏
教
会
窟
題
材
内
容
的
研
究
」
、
『
四
川
道
教
・

仏
教
石
窟
芸
術
』
、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年

郭
相
頴
氏
主
編
『
大
足
石
刻
銘
文
録
』
、
重
慶
出
版
社
、
一
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九
九
九
年

(
4
)
　
現
在
、
敦
燵
文
献
を
保
管
管
理
す
る
図
書
館
、
博
物
館
等
の

公
的
機
関
は
、
敦
燈
研
究
院
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
十
三
箇
国
、

七
十
五
機
関
に
の
ぼ
る
　
(
『
敦
燈
-
紀
念
敦
燵
蔵
経
洞
発
現
一

百
周
年
』
、
朝
華
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
参
照
)
。
そ
の
う
ち
五

千
点
を
超
え
る
大
量
の
文
献
を
所
蔵
し
て
い
る
の
は
以
下
の
諸

機
関
で
あ
る
。

I
　
英
国
図
書
館
T
h
e
B
r
i
t
i
s
h
L
i
b
r
a
r
y

H
　
パ
リ
国
立
図
書
館
東
洋
写
本
部
L
a
 
B
i
b
l
i
O
t
h
g
u
e

N
a
t
i
O
n
a
-
e
 
d
e
 
P
a
r
i
s
-
D
晋
a
r
t
e
m
e
n
t
 
d
e
s
 
m
a
n
u
・

S
C
r
i
p
t
s
O
r
i
e
n
t
a
u
H

Ⅲ
　
北
京
国
家
図
書
館

Ⅳ
　
ロ
シ
ア
科
学
院
東
方
学
研
究
所
セ
ン
ト
ペ
テ
ル
ス
プ
ル

グ
分
所

な
お
本
稿
で
使
用
す
る
略
号
S
.
、
P
.
、
北
京
、
◎
.
は
そ

れ
ぞ
れ
英
国
図
書
館
所
蔵
S
t
e
i
n
蒐
集
漢
文
写
本
、
パ
リ
国
立

図
書
館
東
洋
写
本
部
所
蔵
ペ
リ
オ
P
e
≡
O
t
蒐
集
漢
文
写
本
、

北
京
国
家
図
書
館
文
書
、
ロ
シ
ア
科
学
院
東
方
学
研
究
所
セ
ン

ト
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
グ
分
所
所
蔵
文
書
の
F
　
(
◎
)
　
編
号
の
略
で

あ
る
。

(
5
)
　
池
田
温
氏
『
書
の
日
本
史
』
第
一
巻
飛
鳥
奈
良
、
平
凡
社
、

一
九
七
五
年

(
6
)
　
池
田
温
氏
『
中
国
古
代
写
本
識
語
集
録
』
、
大
蔵
出
版
社
、

一
九
九
〇
年

(

7

)

　

P

a

u

H

 

P

e

-

i

O

t

l

 

U

n

e

 

B

i

b

-

i

O

t

h

e

q

u

e

 

M

e

d

i

e

く

a

-

e

r
e
t
r
O
u
く
e
e
a
u
K
a
n
・
S
u
。
B
.
E
.
F
.
E
b
.
。
T
O
m
e
芸
-
N
O
S
?
-

5
0
6
頁
(
陸
翔
訳
「
敦
煙
石
室
訪
書
記
」
、
『
国
立
北
平
図
書
館
館

刊
』
第
九
巻
第
五
期
、
一
九
三
五
年
、
7
～
8
頁
)

羅
振
玉
氏
「
敦
焙
石
室
書
目
及
発
現
之
原
始
」
、
一
九
〇
九

年
(
林
家
平
氏
等
『
中
国
敦
焙
学
史
』
、
北
京
語
言
学
院
出
版

社
、
一
九
九
二
年
参
照
)

(
8
)
　
馬
世
良
氏
「
関
於
敦
埋
蔵
経
洞
的
幾
個
問
題
」
、
『
文
物
』
、

一
九
七
八
年
十
二
期

土
肥
義
和
氏
「
帰
義
軍
(
唐
後
期
・
五
代
・
宋
代
)
時
代
」
、

『
講
座
敦
燈
2
敦
燈
の
歴
史
』
、
大
東
出
版
社
一
九
八
〇
年

方
広
錯
氏
「
敦
塩
蔵
経
洞
封
閉
原
因
之
我
見
」
、
『
中
国
社
会

科
学
』
、
一
九
九
一
年
第
五
期

(
9
)
　
栄
新
江
氏
「
敦
煙
蔵
経
洞
的
性
質
及
其
封
閉
原
因
」
、
『
敦
蛙

吐
魯
番
研
究
』
第
二
巻
、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年

栄
新
江
氏
「
再
論
敦
塩
蔵
経
洞
的
宝
蔵
」
、
東
方
学
会
発
表

ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
、
『
東
方
学
会
報
』
‰
7
8
、
二
〇
〇
〇
年

等
参
照
。

(
1
0
)
　
陳
詐
龍
氏
「
中
世
敦
焙
輿
成
都
之
問
的
交
通
路
線
」
、
『
敦
燈

学
』
第
一
韓
、
教
壇
学
会
編
印
、
一
九
七
四
年
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(
1
1
)
　
『
新
唐
雷
』
巻
第
四
十
八
「
百
官
志
崇
玄
署
之
条
」
、
『
全
唐

文
』
巻
第
三
十
「
禁
僧
徒
散
財
詔
之
条
」
　
に
は
僧
尼
が
地
方
遊

行
を
規
定
す
る
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
時
代
遊
行

僧
が
多
く
居
た
こ
と
が
証
さ
れ
る
。

(
1
2
)
　
胡
文
和
氏
「
仏
教
命
窟
題
材
内
容
的
研
究
」
、
『
四
川
道
教
・

仏
教
石
窟
芸
術
』
、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年

(
1
3
)
　
郭
相
頴
氏
主
編
『
大
足
石
刻
銘
文
録
』
、
重
慶
出
版
社
、
一

九
九
九
年

(
1
4
)
　
筆
者
は
敦
塩
本
十
王
経
典
類
を
甲
　
(
P
.
二
〇
〇
三
、
P
.
二

八
七
〇
、
S
.
三
九
六
一
、
P
.
三
七
六
一
)
、
乙
　
(
S
.
二
八
一

五
、
S
.
三
二
四
七
、
S
.
四
五
三
〇
、
S
.
四
八
〇
五
、
S
.
四

八
九
〇
、
S
.
五
五
四
四
、
S
.
五
五
八
五
、
S
.
六
二
三
〇
、

北
京
八
二
五
四
～
八
二
五
九
)
、
丙
(
S
.
二
四
八
九
)
　
の
三
類

に
分
類
し
て
考
え
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
に
期

し
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

上
記
三
系
統
あ
る
写
本
群
を
二
読
し
て
、
ま
ず
甲
本
類
と

乙
・
丙
本
類
で
は
篇
幅
の
長
短
と
絵
画
を
伴
う
か
否
か
と
い
う

点
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
甲
本
類
は
お
お
む
ね
百
六
十

行
に
わ
た
り
絵
画
を
伴
う
長
幅
の
巻
子
で
　
(
S
.
三
七
六
一
は

例
外
)
、
乙
・
丙
本
類
の
方
は
長
く
と
も
八
十
行
程
度
で
絵
画

を
伴
う
も
の
は
一
点
も
な
い
。
短
編
で
あ
る
乙
・
丙
本
の
文
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
長
篇
の
甲
本
と
か
さ
な
る
の
で
、
甲
本
の
篇
幅
を

縮
め
て
短
編
化
し
た
か
、
乙
・
丙
本
を
基
と
し
て
増
補
し
て
甲

本
を
作
成
し
た
か
の
何
れ
か
と
わ
か
る
。

現
時
点
で
は
、
筆
者
は
こ
れ
ら
の
三
種
が
甲
本
1
丙
本
1
乙

本
の
順
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の

も
、
十
王
斎
を
行
う
目
的
を
述
べ
る
く
だ
り
で
は
、
上
述
の
順

に
お
っ
て
内
容
が
詳
細
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
甲
・
丙
本
に
言
う
。

「
若
有
善
男
子
、
善
女
子
、
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆

夷
、
預
修
生
七
齋
者
、
毎
月
二
時
、
供
養
三
賓
、
祈
設
十
王
、

齋
修
名
進
、
状
上
六
曹
官
、
善
業
童
子
、
奏
上
天
曹
地
府
等
、

記
在
名
案
、
身
到
之
日
、
富
使
配
生
快
欒
之
虞
、
不
住
中
陰
四

十
九
日
、
待
男
女
追
救
命
。
過
十
王
若
閲
一
齋
、
滞
在
一
王
、

留
連
受
苦
、
不
得
生
出
、
遅
滞
一
年
、
是
故
勒
汝
、
作
此
齋
事

祈
往
生
報
」
。

こ
れ
に
対
し
て
乙
本
で
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
詳
し
く
し
、
以

下
の
よ
う
な
記
載
に
改
め
て
い
る
。

「
若
有
善
男
子
、
善
女
子
、
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
姿

夷
、
預
修
生
七
齋
、
毎
月
二
時
、
十
五
日
、
三
十
日
、
若
是
新

死
、
従
死
依
一
七
計
至
七
七
、
百
日
、
一
年
、
三
年
並
須
講
此

十
王
名
字
、
毎
七
有
一
王
下
検
察
、
必
須
作
齋
、
功
徳
有
無
、

即
報
天
曹
地
府
、
供
養
三
資
、
祈
設
十
王
、
唱
名
納
状
、
状
上

六
曹
官
、
善
悪
童
子
、
奏
上
天
曹
地
府
冥
官
等
、
記
在
名
案
、
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身
到
之
日
、
嘗
使
配
生
快
欒
之
虞
、
不
住
中
陰
四
十
九
日
、
身

死
巳
後
、
若
待
男
女
六
親
替
層
追
救
命
。
過
十
王
若
開
一
齋
、

禾
在
一
王
、
並
新
死
亡
人
、
留
連
受
苦
、
不
得
生
出
、
遅
滞
一

劫
、
是
政
勒
汝
、
作
此
齋
事
如
至
齋
日
到
、
無
財
物
及
有
事
忙
、

不
得
作
齋
請
係
、
延
僧
建
福
、
應
其
齋
日
、
下
食
雨
盤
、
紙
銀

飯
飼
、
新
亡
之
人
、
並
蹄
在
一
王
、
得
免
冥
間
業
報
飢
餓
之
苦
、

若
是
生
在
之
自
作
此
齋
者
、
名
為
預
修
生
七
齋
、
七
分
功
徳
、

轟
皆
得
之
、
若
亡
笈
己
後
、
男
女
六
滴
替
屈
為
作
齋
者
、
七
分

功
徳
、
亡
人
惟
得
一
分
、
六
分
生
人
持
去
、
日
程
自
得
、
非
関

他
人
輿
之
。
爾
時
善
虞
菩
薩
言
‥
若
有
善
男
子
、
善
女
子
等
、

能
修
此
十
王
逆
修
生
七
及
亡
人
齋
、
得
善
神
下
衆
、
祀
敬
凡
夫
、

凡
夫
云
‥
何
得
賢
聖
善
神
、
祀
我
凡
夫
。
一
切
善
神
並
闇
羅
天

子
及
諸
菩
薩
欽
敬
、
皆
生
歓
喜
」
。

さ
ら
に
甲
本
と
丙
本
の
差
と
し
て
は
、
丙
本
で
は
甲
本
に
は

な
い
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

「
爾
時
催
告
阿
難
=
一
切
龍
天
八
部
大
神
、
閤
羅
天
子
、
太
山

府
君
、
司
命
司
録
、
五
道
大
神
、
地
獄
官
典
、
行
道
天
王
、
雷

起
慈
悲
法
、
有
鍋
縦
可
容
一
切
罪
人
慈
男
女
修
福
追
齋
薦
抜
亡

人
報
育
養
恩
、
七
七
修
齋
造
経
造
像
、
報
父
母
恩
、
得
生
天

上」。総
じ
て
、
甲
本
で
は
追
善
供
養
と
い
う
意
図
は
ほ
ぼ
記
さ
れ

て
い
な
い
の
に
対
し
、
丙
本
に
至
っ
て
父
母
に
対
す
る
追
善
供

嚢
と
い
う
意
味
合
い
が
追
加
さ
れ
、
乙
本
で
は
そ
れ
を
さ
ら
に

詳
し
く
し
て
七
分
の
功
徳
の
う
ち
一
分
が
死
者
に
、
六
分
が
自

ら
に
返
っ
て
く
る
と
の
記
載
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
1
5
)
　
敦
煙
の
講
唱
体
文
学
文
献
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照

さ
れ
た
い
。

金
岡
照
光
氏
『
講
座
敦
燵
9
敦
塩
の
文
学
文
献
』
、
大
東
出

版
社
、
一
九
九
〇
年

金
岡
照
光
氏
『
敦
燵
文
献
と
中
国
文
学
』
、
五
曜
書
房
、
二

〇
〇
〇
年

拙
著
『
敦
煙
変
文
写
本
的
研
究
』
、
復
旦
大
学
研
究
生
院

(
博
士
論
文
)
、
二
〇
〇
一
年
四
月

(
1
6
)
　
敦
煙
資
料
中
に
は
、
こ
の
信
仰
と
関
係
す
る
文
献
が
多
く
見

ら
れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
擬
題
『
大
乗
四
斎
日
』
　
(
『
大

正
蔵
』
第
八
十
五
巻
一
二
九
九
貢
C
)
、
『
地
蔵
菩
薩
十
斎
日
』

(
『
大
正
蔵
』
第
八
十
五
巻
一
三
〇
〇
頁
a
)
　
な
ど
、
斎
日
と
そ

の
持
斎
方
法
や
功
徳
を
列
挙
す
る
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
と
類
似

す
る
写
本
は
九
点
　
(
S
.
二
一
四
三
、
S
.
二
五
六
七
、
S
.
二

五
六
八
、
S
.
四
一
七
五
、
S
.
四
四
四
三
背
面
、
S
.
五
八
九

二
、
S
.
六
八
九
七
背
面
、
P
.
三
〇
一
一
、
北
京
六
八
七
八
)

あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

(
1
7
)
　
平
川
彰
氏
「
教
団
組
織
の
原
型
」
、
『
原
始
仏
教
の
研
究
』
、

春
秋
社
、
一
九
六
四
年
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道
端
艮
秀
氏
「
中
国
仏
教
に
お
け
る
在
家
菩
薩
と
八
開
斎
」
、

『
奥
田
慈
應
先
生
喜
寿
記
念
仏
教
思
想
論
集
』
、
平
楽
寺
書
店
、

一
九
七
六
年

(
1
8
)
　
中
国
で
、
十
斎
日
と
し
て
翻
訳
経
典
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
『
地
蔵
菩
薩
本
腰
経
』
「
如
来
讃
歎
晶
第
六
」
　
の
記
載
が

最
も
早
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
復
次
普
廣
、
若
末
来
世
衆
生
、
於
一
日
、
八
日
、
十
四
日
、

十
五
日
、
十
八
日
、
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
八
、
二
十
九
日

乃
至
三
十
日
、
是
諸
日
等
、
諸
罪
結
集
定
軽
重
。
南
闇
浮
提
衆

生
學
止
、
動
念
、
無
不
是
業
、
無
不
是
罪
。
何
況
窓
情
殺
害
、

窺
盗
、
邪
姪
、
妄
語
百
千
罪
状
。
能
於
是
十
齋
日
、
封
悌
菩
薩
、

諸
賢
聖
像
前
、
讃
是
経
一
遍
、
東
西
南
北
百
由
旬
内
、
無
諸
災

難
、
嘗
此
居
家
、
若
長
若
幼
、
現
在
未
来
百
千
歳
中
、
永
離
悪

遜
。
能
於
十
齋
日
、
毎
時
二
遍
、
現
世
令
此
居
家
、
無
諸
横
病
、

衣
食
豊
溢
」
。

な
お
初
唐
の
遁
世
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
八
十
八
に
も
八
開
斎

に
関
す
る
詳
し
い
記
述
は
見
ら
れ
る
が
、
み
な
六
斎
日
と
す
る

も
の
で
、
十
斎
と
す
る
記
述
は
ま
だ
見
ら
れ
て
い
な
い
。

(
1
9
)
　
平
川
彰
氏
「
教
団
組
織
の
原
型
」
、
『
原
始
仏
教
の
研
究
』
、

春
秋
社
、
一
九
六
四
年

道
端
良
秀
氏
「
中
国
仏
教
に
お
け
る
在
家
菩
薩
と
八
開
斎
」
、

『
奥
田
慈
應
先
生
喜
寿
記
念
仏
教
思
想
論
集
』
、
平
楽
寺
書
店
、

一
九
七
六
年

(
2
0
)
　
死
後
に
冥
王
の
裁
き
を
受
け
る
と
の
信
仰
は
、
中
国
に
は
古

く
か
ら
あ
る
。
道
教
に
い
う
功
過
、
司
過
神
な
ど
の
信
仰
へ
と

体
系
化
し
て
い
く
の
は
仏
教
伝
来
後
の
晋
葛
洪
『
抱
朴
子
』

(
微
旨
)
　
以
降
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
と
考
え
ら
れ
る

司
命
神
の
信
仰
は
紀
元
前
六
世
紀
半
ば
の
青
銅
器
の
銘
文
な
ど

か
ら
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

冥
界
で
数
名
の
冥
王
に
順
に
裁
か
れ
る
と
い
う
イ
ン
ド
の
信

仰
は
、
西
晋
法
立
・
法
炬
共
訳
『
大
楼
炭
経
』
、
東
晋
嬰
曇
僧

伽
捏
婆
訳
『
中
阿
含
経
』
　
(
巻
第
十
二
　
『
天
使
経
』
)
　
に
よ
っ
て

三
世
紀
に
は
五
間
羅
王
、
五
天
使
と
し
て
中
国
に
齋
さ
れ
て
い

た
。
類
似
す
る
司
命
神
の
信
仰
が
中
国
に
す
で
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
考
え
て
、
こ
う
し
た
イ
ン
ド
の
信
仰
も
容
易
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
冥
王
の
名
称

な
ど
は
仏
道
の
混
合
も
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
　
『
濃
頂
経
』
　
(
巻
第
十
二
)
　
に
い
う
。

「
閤
羅
王
者
、
主
領
世
間
名
籍
之
記
、
若
人
為
悪
作
諸
非
法
、

無
孝
順
心
、
造
作
五
逆
、
破
滅
三
碧
、
無
君
臣
法
、
又
有
衆
生

不
持
五
戒
、
不
信
正
法
、
設
有
受
者
、
多
所
毀
犯
、
於
是
、
地

下
鬼
神
及
伺
候
者
、
奏
上
五
官
、
五
官
料
簡
、
除
死
定
生
、
或

注
録
精
神
、
未
判
是
非
、
若
巳
走
者
奏
上
闇
羅
、
閤
羅
監
察
随

罪
軽
重
、
考
而
治
之
」
。
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こ
の
翻
訳
に
は
、
閻
羅
王
と
、
そ
の
下
で
罪
福
を
監
察
す
る

冥
官
と
し
て
「
鬼
神
」
、
「
伺
候
」
、
「
五
官
」
な
ど
が
登
場
し
て

い
る
。
さ
ら
に
こ
の
後
、
六
世
紀
中
期
と
さ
れ
る
道
経
『
太
上

洞
玄
霊
宝
業
報
因
縁
経
』
　
(
巻
第
八
生
神
品
第
十
九
)
　
に
は
、

仏
教
の
影
響
を
受
け
た
七
七
斎
の
記
述
が
あ
る
が
、
七
七
斎
に

あ
わ
せ
て
冥
官
が
訪
れ
、
罪
福
を
監
察
し
、
魂
晩
を
引
き
立
て

て
い
く
云
々
と
い
う
様
相
が
よ
り
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
「
司
命
天
子
」
、
「
七
神
童
子
」
、
「
五
天
将
軍
」
な
ど

が
登
場
し
、
『
濯
頂
経
』
　
の
「
五
官
」
は
「
五
天
」
　
へ
と
変
わ

っ
て
い
る
。

な
お
こ
れ
ら
の
名
称
は
、
の
ち
の
十
王
の
名
称
を
想
起
さ
せ

る
と
同
時
に
、
『
地
蔵
菩
薩
十
斎
日
』
　
に
登
場
す
る
「
司
命
」

(
十
四
日
)
、
「
童
子
」
　
二
日
)
、
「
五
道
将
軍
」
　
(
十
五
日
)
　
を

た
だ
ち
に
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
　
『
太
上
洞
玄
霊
宝

業
報
因
縁
経
』
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
は
、
十
斎
日
が
中
国
に
将

来
定
着
す
る
以
前
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記

載
は
十
斎
日
信
仰
が
纏
め
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、
民
間
の
七
七

斎
信
仰
が
す
で
に
一
定
の
影
響
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
後
に
十
斎
日
と
七
七
斎
に
は
、
常
に
影
響
関
係
が

あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
資
料
か
ら
見
て
も
、
早
い
時
期

か
ら
十
斎
日
と
七
七
斉
に
相
互
関
係
が
あ
る
、
あ
る
い
は
と
も

に
並
行
し
て
発
展
展
開
し
た
も
の
と
予
測
し
う
る
の
で
あ
る
。

(
2
1
)
　
以
下
に
　
『
悌
説
地
蔵
菩
薩
経
』
　
の
原
文
を
翻
刻
し
て
お
く
。

「
爾
時
地
蔵
菩
薩
、
住
在
南
方
琉
璃
世
界
、
以
浮
天
眼
観
地
獄

之
中
、
受
苦
衆
生
、
銭
碓
持
、
故
鎧
磨
、
銭
型
耕
、
銭
鋸
解
、

鐙
湯
湧
、
沸
猛
火
、
旦
天
飢
則
呑
熟
銭
丸
、
渇
飲
銅
汁
、
受
諾

苦
悩
無
有
休
息
。
地
蔵
菩
薩
不
忍
見
之
、
即
従
南
方
未
到
地
獄

中
、
輿
閣
羅
王
共
同
一
虞
別
床
而
坐
。
有
四
種
因
縁
‥
一
者
恐

闇
羅
王
断
罪
不
憑
・
二
一
者
恐
文
案
交
錯
‥
三
者
未
合
死
‥
四
者

受
罪
了
出
地
獄
池
邊
。
若
有
善
男
子
善
女
人
造
地
蔵
菩
薩
像
、

寓
地
蔵
菩
薩
経
及
念
地
蔵
菩
薩
名
、
此
人
定
得
往
生
西
方
極
楽

世
界
、
従
一
備
國
至
一
備
國
、
従
一
天
堂
至
一
天
堂
。
若
有
人

造
地
蔵
菩
薩
像
、
寓
地
蔵
菩
薩
経
及
念
地
蔵
菩
薩
名
、
此
人
定

得
往
生
西
方
極
欒
世
界
。
此
人
捨
命
之
日
、
地
蔵
菩
薩
親
日
来

迎
、
常
得
輿
地
蔵
菩
薩
共
同
一
虞
。
聞
悌
所
説
、
皆
大
歓
喜
、

信
受
奉
行
。

彿
説
地
蔵
菩
薩
繹
一
巻
」
。

(
2
2
)
　
S
.
三
〇
九
二
　
『
道
明
和
尚
還
魂
記
』
。
以
下
に
原
文
を
翻
刻

す
る
。

「
謹
案
還
魂
記
‥
裏
州
開
元
寺
僧
道
明
、
去
大
暦
十
三
年
二
月

八
日
依
本
院
、
巳
時
後
午
前
、
見
黄
衣
使
者
、
云
‥
奉
闇
羅
王

勅
令
、
取
和
尚
暫
往
冥
司
要
封
合
。
道
明
自
念
、
出
家
以
来
、

不
戯
齋
戒
、
冥
司
追
来
、
亦
何
所
健
、
遂
輿
使
者
徐
歩
同
行
。

須
央
之
間
、
即
重
荷
府
、
使
者
先
入
奏
閻
羅
王
‥
臣
奉
勅
令
取
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裏
州
開
元
寺
僧
道
明
、
其
憎
見
到
謹
取
近
旨
。
王
即
喚
入
、
再

三
洵
間
、
掠
此
儀
表
、
不
合
追
究
、
審
勘
寺
額
法
名
、
英
令
追

擾
善
人
、
妨
修
道
業
。
有
一
主
者
、
賂
状
奏
閤
羅
王
‥
臣
雷
司

所
追
是
龍
興
寺
僧
道
明
、
其
寺
額
不
同
、
伏
講
放
還
生
路
。
道

明
既
蒙
洗
雪
、
借
地
整
然
、
□
王
欲
蹄
人
世
、
琴
頭
四
顧
、
見

一
繹
僧
、
日
比
青
蓮
、
面
如
満
月
、
賓
蓮
承
足
、
瓔
堵
荘
厳
、

錫
振
金
環
、
袖
裁
雲
水
。
菩
薩
間
道
明
‥
汝
識
吾
否
?
遺
明

日
‥
耳
目
凡
焼
、
不
識
尊
容
。
日
‥
汝
熟
視
之
、
吾
是
地
蔵
也
。

彼
虞
形
容
輿
此
不
同
。
如
何
閻
浮
提
形
□
□
□
手
持
至
資
、
露

頂
不
覆
、
垂
珠
花
接
、
此
博
之
者
謬
、
□
□
殿
堂
亦
怪
焉
。
闇

浮
提
衆
生
多
不
相
識
、
汝
子
(
仔
)
細
観
我
、
□
□
色
、
短
長
一

一
分
明
、
博
之
干
世
。
汝
勒
一
切
衆
生
、
念
書
真
言
、
□
□
嗜

耶
、
聞
吾
名
者
罪
消
滅
、
見
吾
形
者
福
生
、
干
此
殿
口
口
者
、

我
誓
必
首
相
救
。
道
明
既
蒙
詩
誘
、
善
行
難
口
、
□
度
誠
漸
荷

恩
徳
、
臨
欲
辞
去
、
再
視
尊
容
、
及
観
□
□
節
子
。
道
明
問
菩

薩
‥
此
是
何
畜
也
?
敢
近
聖
賢
?
侍
寛
之
時
、
要
知
来
虞
。

(
菩
薩
答
)
‥
想
汝
不
識
、
此
是
大
聖
文
殊
菩
薩
化
現
在
身
、
共

吾
同
在
幽
冥
救
諸
苦
難
。
道
明
便
去
、
剃
那
之
問
、
至
本
州
院

内
、
再
蘇
息
、
彼
令
(
給
)
列
丹
青
、
圃
寓
真
容
、
流
博
子
世
」
。

(
2
3
)
　
冒
皿
宝
領
教
済
度
金
書
』
第
四
十
一
巻
「
十
貴
君
蚊
儀
」
　
(
『
道

蔵
』
洞
玄
部
、
新
文
豊
出
版
影
印
『
正
統
道
蔵
』
1
2
-
3
2
8
)

『
霊
宝
領
教
済
度
金
書
』
第
一
七
二
巻
「
十
王
慎
儀
」
(
『
道

蔵
』
洞
玄
部
、
新
文
豊
出
版
影
印
『
正
統
道
蔵
』
　
1
2
-
3
0
2
)

(
2
4
)
　
道
教
の
十
王
経
類
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
論
考
が
あ
る
。

鄭
学
権
氏
「
十
王
経
の
一
考
察
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
二
十
一
巻
一
号
、
一
九
七
二
年

吉
岡
義
豊
氏
「
中
国
民
間
の
地
獄
十
王
信
仰
に
つ
い
て
」
、

宴
日
岡
義
豊
著
作
集
』
第
一
巻
、
五
月
書
房
、
一
九
八
九
年

田
中
文
雄
氏
「
十
王
経
典
」
、
『
道
教
の
経
典
を
読
む
』
、
大

修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
年

中
で
も
田
中
氏
は
道
蔵
各
版
本
中
で
の
所
在
も
詳
述
さ
れ
て

お
り
便
利
で
あ
る
。
他
道
蔵
資
料
に
関
し
て
は
田
中
氏
か
ら
貴

重
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

(
2
5
)
　
吉
岡
義
豊
氏
「
中
国
民
問
の
地
獄
十
王
信
仰
に
つ
い
て
」
、

『
吉
岡
義
豊
著
作
集
し
第
一
巻
、
五
月
書
房
、
一
九
八
九
年
、

甑
頁
資
料
篇

付
記
　
本
稿
は
、
平
成
十
四
年
一
月
八
日
、
明
治
大
学
和
泉
校
舎
で

行
わ
れ
た
絵
解
き
研
究
会
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
林
雅
彦
先
生
、
渡
浩
一

先
生
、
吉
原
活
人
先
生
、
高
遠
奈
緒
美
先
生
か
ら
の
貴
重
な
御
指
摘

を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

(
あ
ら
み
・
ひ
ろ
し
　
東
京
都
立
大
学
非
常
勤
講
師
)
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